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  （午前１０時００分） 

◎開会・開議宣言 

◇議  長 ただいまから平成２８年第３回大空町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、１０番 

後藤幸太郎議員、及び１１番 深川曻議員を指名します。 

 

    ◎日程第２ 議会運営委員会審査報告  

◇議  長 日程第２ 議会運営委員会審査報告を行います。 

議会運営委員会審査の結果について、委員長から報告の申し出がありますので、

これを許します。 

議会運営委員会委員長 松岡克美議員。 

 

◇議会運営委員長 おはようございます。 

議会運営委員会の審査結果を報告いたします。 

本定例会を開催するに当たり、去る９月６日に議会運営委員会を開催し、本日開

会の定例会の会期等について協議をいたしました。 

本定例会では、一般質問者が２人、町長から提出されております案件が１９件で

あります。 

その内訳は、一般議案１１件、決算認定８件であります。このほか、議会提出議

案も予定をされております。 

したがいまして、一般質問及び提出議案の内容、件数から判断いたしまして、本

定例会の会期は、本日９月１２日に開会して、９月１３日までの２日間とすること

が妥当であると全会一致で判断いたしましたので、その結果について報告いたしま

す。 

以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

    ◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３ 会期の決定についてを議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のとおり、

本日から９月１３日までの２日間にしたいと思います。 
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御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日から９月１３日までの２日間に決定しました。 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇議会事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は、１１名全員であります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は、一覧表として配付している

とおりであります。 

なお、職務の都合により、一部異動がある場合がありますことを御了承願います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとおり

であります。 

議会事務局職員による議会広報用の写真撮影を申請し、許可を得ておりますので、

御了承願います。以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４ 行政報告を行います。 

山下町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。 

山下町長。 

 

◇町  長 平成２８年第３回大空町議会定例会に当たり、行政報告を行います。 

６月２８日 北網圏域地域医療構想調整会議が北見市で開催をされました。 

北網地域における病床の必要数などを決定したところでございます。 

あわせて、この会議の中で医療と介護の関係の充実、医療従事者の確保、病院経

営の格差是正などが課題であると報告されたところでございます。 

なお、この会議の下部組織として専門部会を設置することを決定をいたしました。 

７月１日、女満別Ｂ＆Ｇ海洋センター修繕助成決定書授与式が行われました。 

このセンターの屋根、外壁の全面改修に当たり、事業費約２，５００万円のうち
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１，６２０万円の交付決定を受けたところでございます。 

当日、菅原専務から決定書を授与されたところであります。 

同日、交通安全・社会を明るくする運動大会を実施をいたしました。 

今年度は、女満別地区での開催でございました。４９６名の参加をいただいたと

ころでございます。 

まちづくり宣言の紹介を行うほか、犯罪のないまちづくり、死亡交通事故ゼロ、

２，５００日を目指すことを確認をいたしました。 

７月２日は、東藻琴地区殉公者慰霊祭を挙行いたしました。 

御遺族、来賓、子どもたち、関係者を含めて８１名の出席をいただきました。 

７月４日は、北海道土地改良事業団体連合会オホーツク支部理事会が北見市で開

催をされました。 

農林水産省、道内選出国会議員への要請活動に当たり、その内容を精査したとこ

ろでございます。本町の各道営事業の予算確保、網走川中央地区の採択などが盛り

込まれたところでございます。 

７月６日は、東京におきまして全国民間空港関係市町村協議会理事会、総会、あ

わせて要望活動が行われ、参加をいたしました。 

私はこの会の理事職を務めており、それぞれの会議、要請活動に参加をしたとこ

ろでございます。また、総会では、災害時における空港の役割、空港経営の改革、

また、インバウンドの受入れなどについて意見交換を行ったところでございます。 

翌７月７日は、新規航空路線誘致活動で名古屋市に赴きました。 

ＦＤＡフジドリームエアラインズに対し、函館、女満別の国内チャーター便、ま

た県営名古屋空港から女満別空港への路線開設について働きかけを行ったところで

ございます。 

７月１１日から１６日にかけましては、地域連携地場産品海外輸出促進事業、タ

イレセプションに参加をし、バンコクに出張をいたしました。 

地方創生加速化交付金事業として、網走市、ＪＡオホーツク網走と共催という形

で、タイバンコクにおいてナガイモの販売プロモーションを行ってまいったところ

でございます。日本大使公邸を活用させていただいたレセプション、またジェトロ、

地元のスーパー、コンテナ会社、澱粉加工会社、レトルト食品会社などを訪問して、

現地の状況を視察させていただきました。 

７月２２日は、空港経営改革に関する北海道知事との意見交換が行われました。 

本町役場会議室におきまして、辻北見市長、水谷網走市長、土谷美幌町長ととも

に知事と懇談をいたしたところであります。 

この席で知事からは、女満別空港を含めた民間委託を検討する旨、表明があった

ところでございます。あわせて知事から地元における協力について要請がございま

した。 
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７月２７日から２９日は、諸用務のため上京をいたしました。 

一つといたしまして、網走刑務所住吉作業所用地活用要望でございます。議長と

ともに法務省、財務省を訪問いたし、払い下げの要請を行い、本町の考えた趣旨に

ついて、理解をいただいたものかと受けとめております。今後は事務的な取り進め

について、協議していくことといたしたところでございます。 

次に、北海道横断自動車道北見網走間建設促進期成会中央要望にも参加をいたし

ました。 

十勝オホーツク道の接続整備促進とあわせて、端野美幌間の着手について、強力

に要請を行ったところでございます。 

三つ目といたしまして、女満別空港整備利用促進協議会、航空会社要望も行った

ところでございます。 

日本航空、全日本空輸に対しまして、関係市町村など会員の皆さんと路線の維

持・拡充、機材の大型化、通年運航について要請を行ったところでございます。 

結果といたしまして、日本航空、新千歳女満別便につきましては、便数こそ４便

から３便と減少いたしますけれども、提供座席数が増え、大型化が１２月から実現

する運びとなったところであります。 

一方で、全日本空輸の中部便につきましては、通年運航でございましたが、この

冬期間から一部季節運行へと縮小されることとなりました。大変残念でございます。 

４番目といたしまして、オホーツク圏活性化期成会夏季要望に参加をいたしたと

ころであります。 

私は、建設経済班といたしまして、国土交通省を担当し、高速道路の整備促進と

航空行政の充実を要請してまいりました。 

８月１日は、北海道地域公共交通検討会議が札幌市で開催され、出席をいたしま

した。 

ＪＲ北海道が、今後維持困難な路線の公表を検討、計画する中で、北海道全体の

公共交通のあり方について、早急な方向性を出さなければならない、そのように発

言をさせていただきました。また、地域ごとにおける対応策、ＪＲとの協議も今後

は必要になってくるかと考えております。 

８月９日は、この関係におきまして、オホーツク圏活性化期成会としてＪＲ北海

道関連要望を行ってまいりました。 

石北線の機能縮小に対しまして、抜本的な対応について北海道、北海道議会、北

海道運輸局へ要請するとともに、ＪＲ北海道に対しましては、撤回を要請したとこ

ろでございます。 

同日、この機会をとらえて、オホーツク町村会臨時総会が札幌市で開催をされま

した。東京都江東区との交流事業の内容について、協議をいたしたところでありま

す。今年１１月に管内の町村長で江東区を表敬訪問することとしたところでござい
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ます。 

８月１５日は、女満別地区戦没者追悼平和祈念祭を挙行いたしました。 

御遺族、来賓、関係者を含め９６人の出席をいただきました。雨天のため、今年

は会場を女満別老人福祉センターに変更し、実施をしたところでございます。 

以上、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

暑い方は上着を脱いで結構です。 

 

◎日程第５ 一般質問 

◇議  長 日程第５ 一般質問を行います。 

順番に一般質問を許します。 

１番 上地史隆議員。 

 

◇上地議員 このたび、大空町にも大きな被害をもたらした台風で昼夜を問わず対応

に当たられました町長を初め、職員の皆様、また関係機関の皆様、大変お疲れさま

でした。私からも一言感謝を述べさせていただきたいと思います。 

また、台風被害に遭われました方に対しても、心よりお見舞い申し上げ、一刻も

早く通常の生活を取り戻されることを願っております。 

それでは通告に従い、９月定例会の質問に移らさせていただきますが、他の方と

重なるところがありましたらお許しいただきたいと思います。 

それではまず一つ目の質問ですが、台風の被害についてです。 

史上初でありますが、１７日から２３日までの１週間に道内に三つの台風が上陸

し、オホーツク管内にも深刻な爪跡を残しました。 

国が管理するオホーツク管内の常呂川、網走川の計３観測所の水位が、統計開始

以降、最高を記録したことが発表され、いずれも１００年に１度の確率の大雨を想

定した堤防の限界値、計画降水位を突破し、常呂ではありますが、一部が決壊し、

１人の方が亡くなっております。 

今回の記録的な大雨は、大規模な災害のほか、湖や河川の水位上昇による大規模

な冠水被害をももたらしました。今回の冠水したことについて、一部の農業従事者

の方は、夏場の温度が高い時期だと、腐ったり病気になったりしやすいので、収量

に響きそうだと懸念をしております。 

他にも強風でビニールハウスや倉庫の屋根が飛ばされるなどの被害も出ており、

漁業でも大量に流れた土砂や流木、ごみなどにより網走湖は濁り、しら魚、わかさ

ぎ漁などへの悪影響が懸念されています。 

前回質問させていただきました石北線についても、台風により上川白滝間が路盤
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流出で現在、不通になっております。１０月中旬には、復旧工事が完了するとのこ

とですが、このように今回甚大な被害をもたらした台風ですが、大空町は実際にど

れぐらいの被害があったのか。また、大規模な災害が予想されるときの住民に対し

ての周知は、どのように行ったのか。 

町長よりお答えいただきたいと思います。 

続いて、二つ目の質問に移らせていただきます。 

二つ目は、発達障がいの支援についてです。 

平成１６年に施行された発達障害者支援法ですが、１０年ぶりに自閉症の方など

への早期発見を定めた発達障害者支援法の改正案が５月２５日、参院本会議におい

て、全会一致で可決成立しました。 

この改正法は、就労と教育支援を強化することなどが柱で子どもから高齢者まで

のライフステージでも切れ目のない支援を目指すのが目的であり、就労支援につい

ても、自治体が都道府県に発達障害者支援地域協議会を設置できることとし、関係

機関の連携を促進し、また就労機会の確保や職場での定着支援などを想定し、事業

主についても、発達障がい者の特性に応じた雇用管理を求めています。 

教育に関しては、学校が発達障がい児の長期個別計画を作成し、福祉関係機関と

の情報共有や連携も推進し、いじめ対策も強化しております。 

このほか、発達障がい者の特性に配慮した刑事捜査についても盛り込まれ、附帯

決議については、６項目付けられました。 

これらに関連して現在、発達障がいを持つ子どもたちにどのような支援が行われ

ているのか。また、発達障がいの理解を住民が深めるためにどのような対応してい

るのか。町長と教育長からお答えいただきたいと思います。 

以上で、最初の質問を終了させていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 上地史隆議員の一般質問に御答弁を申し上げたいと存じます。 

台風等による町の被害についてでございます。 

８月１５日には、台風６号から変わった低気圧の影響を受け、降水量が６７ミリ

を記録しております。以降、連日の雨となりましたので、それらを含めました被害

の状況で申し述べたいと存じます。御理解を賜りたいと存じます。 

８月１５日から２３日までの９日間、総降水量は、２９９．５ミリを記録してお

ります。 

台風７号が通過いたしました１７日には、最大風速が１９．３メートルを記録し、

停電の発生、倒木の被害もあったところであります。 

台風１１号が通過いたしました２０日から２１日は、２日間で総降水量が１３１．
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５ミリを記録し、河川や網走湖の水位上昇、農地の冠水等の被害があったところで

ございます。 

農業被害は、両ＪＡから報告をいただいた８月３０日現在の数値で報告をさせて

いただきます。 

台風７号による作物被害は、女満別地区で馬鈴薯、大豆、てん菜などの圃場で滞

水や倒伏が４８ヘクタール、東藻琴地区でデントコーンの倒伏が４０ヘクタールと

なっております。 

農業施設では、両地区でビニールハウス、倉庫、牛舎、畜舎の破損が６３棟を数

えております。 

台風１１号、９号による被害では、女満別地区で冠水が４０８ヘクタール、作物

の流失６４ヘクタール、滞水１１０ヘクタール、ビニールハウス、倉庫の損壊が７

棟、東藻琴地区では、冠水７ヘクタール、作物の流出１３ヘクタール、ナガイモの

ネットの落下が０．１ヘクタールとなってございます。 

このほか、圃場法面の崩壊が多数報告されておりますし、漁業においても、漁が

なかなかできないという被害が出ているところでございます。 

林道は、路盤の排水工の洗掘により３路線６カ所、湖畔の林道では、流木による

被害も出ているところでございます。 

また、町営牧場では、道路崩落１カ所、草地崩落２カ所、この他湖畔園地、保安

林、林道では１２０本の倒木もございました。 

道路では、法面崩落や路肩の崩落、側溝閉塞など６４路線、９９カ所、河川は、

河岸崩落や侵食など１０河川、２７カ所となってございます。 

今後の現地調査によっては、新たな被害箇所の確認などもあることも予想されま

す。御理解を賜りたいと存じます。 

災害時の町民への周知であります。 

避難準備、避難勧告等の発令につきましては、水防計画において河川に設置され

ている水位観測上で測定される水位に基づいて、洪水予報の目安が定められており

ます。 

消防団が待機する水防団待機水位、避難準備情報発令の判断となる氾濫注意水位、

避難勧告、避難準備発令の判断となる避難判断水位、洪水により家屋浸水等の被害

の恐れのある氾濫危険水位の４段階となっております。 

町内の観測点では、四つの水位基準が定められておりますのが網走川とトマップ

川でございます。 

また、水防団待機水位、氾濫注意水位の二つが定められているのは、網走市との

境界にある川尻漁場でございます。 

このほか水位のみが観測できるのは、サラカオーマキキン川と女満別川で、その

他の河川には、特段何も設置されていない状況でございます。 
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今回の雨の影響で河川や網走湖の水位が上昇したため、町民に注意を促し、危険

から身を守ってもらうため避難準備情報、避難勧告を発令しております。 

発令に当たりましては、河川の水位状況を確認し、開発建設部からの助言や過去

の災害時の経験等を踏まえ、判断をいたしたところでございます。 

８月２０日午後９時３３分に町のメール配信により、避難準備情報をお知らせい

たしました。あわせて、サラカオーマキキン川の水位が高いことから、隣接する１

０世帯を訪問し、注意喚起を行っております。 

８月２２日には、午後５時５０分に女満別湖畔１丁目、湖畔２丁目、東２条６丁

目の世帯を対象に町のメールサービスによりまして、避難勧告を発令し、あわせて

１６世帯を戸別訪問、または電話連絡にて勧告内容と状況を説明しております。 

同日午後７時３０分には、女満別側で堤防からの漏水箇所が発見されたことから、

川尻漁場付近の３世帯に避難準備情報を電話にて連絡をいたしたところでございま

す。 

この他、北海道を経由するシステムを活用し、テレビ等の報道により避難勧告等

の周知を図ったところでございます。 

また、網走川に関するものだけでございますが、指定河川洪水情報が網走地方気

象台と網走開発建設部の共同により発表され、町のメール配信サービスを通して、

送信されているところでございます。 

台風災害についての答弁につきましては、以上でございます。 

続きまして、発達障がいについてでございます。 

発達障がいとは、主に先天性の脳機能障がいが原因となり、乳幼児期に生じる発

達の遅れで精神障がいや知能障がいを伴う場合もございます。特徴は、発達の過程

で年齢とともに現れてくるということが挙げられます。 

症状は、自閉症、アスペルガー症候群などの広汎性発達障がい、ＬＤと呼ばれる

学習障がい、ＡＤＨＤと呼ばれる注意欠陥多動性障がいの３種類に分類されます。

同じ種類の発達障がいであっても症状はさまざまでございまして、人によって異な

り、いくつかの種類の特徴が複合的にあらわれる場合もあると言われております。 

発達障がいは、気付きにくく、落ちつかない、こだわりが強い、話を聞けないな

どをその子の個性ととらえてしまって、病院で診断を受けずに気付かずにいる方も

いらっしゃいます。早期発見により早い時期から専門的な療育を受け、周囲が適切

な支援をすることが発育に良い影響を与え、大切であると言えると思っております。 

みんなが出来ることでも、発達障がいのためにできない場合もあり、適切な対応

や支援がなければ、自信を失うことにつながり、ストレスをためる原因になってし

まうこともございます。 

町では、網走市の子ども発達支援センターの指導員の協力のもと、両地区ごとに

年６回の幼児健診の際に問診を行って、早期発見に努めております。また、この検
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診日に合わせて前段の時間帯で、発達に不安があるお子様や要経過観察のお子様の

巡回相談を実施しているほか、役場での相談、家庭訪問なども行っているのが現状

でございます。結果、必要に応じて網走市や美幌町の子ども発達支援センターへの

通所勧奨をしているところでございます。 

このほか、児童相談所が行います巡回相談において、支援や養育などのアドバイ

スが受けられますし、診断は、美幌町や北見市の医療機関において、受診が可能と

なってございます。 

先ほど申しましたとおり、障がい、発達の過程で年齢とともに現れることのほか、

幼稚園などの集団生活の中で症状が現れることもございます。幼稚園教諭や特別支

援コーディネーター、学校関係者等、福祉部門で組織する特別支援連携協議会で早

期発見、早期支援、療育に取り組んでいるところでございます。 

幼稚園や学校での支援内容については、後ほど教育長から答弁をいたさせます。 

町民へ理解を深めるためにどのように対応しているかということでございますが、

現状におきましては、検診時等での保護者に対する情報提供を行う程度の周知にと

どまってございます。町民に対して発達障がいの症状や支援の方法など、積極的な

広報、啓発活動は、現在は実施できておりません。今回の法改正は、国民の理解を

深めるため、さまざまな場を通じて必要な広報、啓発活動を行うこととされました。

発達障がいへの理解がないため、誤解や不適切な対応により、自信の喪失、不登校、

引きこもり、うつ状態など二次障がいを引き起こす可能性があります。これらを防

ぐために必要な方策を定めたのが、今回の法改正の趣旨と考えるところでございま

す。 

今後、広報紙での特集でありますとか、また、町民に配布をしております、あん

しんガイドブックの活用など、さまざまな場を通じて必要な啓発活動を行ってまい

りたいと存じているところでございます。 

以上、１回目の御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長  上地議員からの発達障がいについての一般質問に、教育委員会の立場か

らお答えを申し上げたいと存じます。 

まず一つ目の項目であります発達障がいを持つ子どもたちへの支援についてでご

ざいますが、本年８月１日から施行となりました、発達障害者支援法の今回の改正

では、教育に関する部分の改正も行われたところでございます。 

具体的な改正内容といたしましては、発達障がい児がその年齢及び能力に応じ、

その特性を踏まえた十分な教育を受けられるようにするため、可能な限り、発達障

がい児が発達障がい児でない児童とともに教育を受けられるよう配慮するとともに、
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支援内容の充実に資するため、個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成の推進

及びいじめの防止等のための対策の推進について、新たに規定をされております。 

教育の分野では、発達障害者支援法が施行された平成１７年４月の２年後となり

ます平成１９年に学校教育法の改正が行われ、障がいを持つ児童生徒の増加の傾向

や障がいの多様化、重複化の状況を踏まえ、特殊教育施策から特別支援教育へと転

換が図られました。 

特別支援教育は、従来の特殊教育の対象者に加え、ＬＤと言われる学習障がいや

ＡＤＨＤと言われる注意欠陥多動性障がい、また、知的発達に遅れのない自閉症を

も含めた障がいのある幼児、児童生徒のため、ひとり一人の教育的ニーズを把握し、

その持てる力を高め、日常生活や学習上の困難を改善、または克服するとともに、

将来の自立や社会参加に向け、適切な指導及び必要な支援を行うことを最大の目的

としております。 

本町においても特別な支援を必要とする幼児、児童生徒は増加の傾向にあり、適

切な指導や支援を行うための体制整備が重要な課題であります。 

町では、これまで特別な支援を必要とする子どもたちのため、町立幼稚園及び小

学校に独自に補助教員を増員配置するとともに、平成２４年度には教育委員会に特

別支援コーディネーターを配置し、学校への指導、助言のほか、保健福祉部局との

連携調整、町内関係機関による連携会議や専門家チームによるケース検討会議の開

催、さらには保護者との相談業務などに取り組むなど、支援体制の強化に努めてき

たところでございます。そのことにより、個々に応じたきめ細やかな支援が可能と

なり、指導や教育内容の向上が図られてまいりました。 

また、通常の授業においても、教科によっては、特別支援学級の在籍児童が普通

学級で授業を受けたり、また普通学級在籍で特別の指導を行う必要のある児童にお

いては、平成２５年度に女満別小学校に新たに設置いたしました通級指導教室の授

業を通級もしくは担当教員の巡回によって、女満別、東藻琴両小学校の児童が受け

るなど、個々の支援ニーズに応じた多様な指導、支援の取り組みも展開していると

ころでございます。 

今回の法改正によって明記されました個別の教育支援計画や個別の指導計画の内

容についてでございますが、個別の教育支援計画は、乳幼児期から学校卒業後まで

を見通した視点を持って、教育、医療、保健、福祉、労働等の関係機関と連携して

支援するための長期的計画であり、また個別の指導計画は、学校の教育課程におい

て、児童生徒ひとり一人の障がいの状態に応じたきめ細やかな授業指導が行えるよ

う指導目標や指導内容、方法等、具体的に表した計画となっております。いずれの

計画においても、計画作成に当たっては、保護者の参画や意見を反映することが求

められております。 

計画の作成状況でございますが、本町においては、法改正前の平成２５年９月か
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ら個別の教育支援計画の作成を開始し、現在、特別支援学級に在籍しております児

童生徒については、保護者の同意のもと、全員の計画を作成しております。 

一方、個別の指導計画につきましては、一部の学校で既に作成済みでありました

が、本年度、町内全ての学校で特別支援学級に在籍している児童生徒の指導計画の

作成を完了しております。 

これら計画に基づき、児童生徒個々に応じた実効性のある、丁寧な指導支援に、

今後生かしてまいりたいと存じます。 

また、いじめの防止等のための対策についてでございますが、本年、平成２８年

３月に大空町いじめ防止基本方針を策定し、町及び学校の責務や取り組み方策を明

確にするとともに、教育活動全体を通して、道徳教育の強化を図るなど、いじめ防

止に向けた各種対策を学校と連携しながら取り組んできているところでございます。 

次に二つ目の項目であります。 

発達障がいについての普及啓発に係る教育委員会としての取り組み状況でござい

ますが、教育委員会に配置されております特別支援コーディネーターが中心となり

まして、毎年度、幼稚園での就学時健康診断や参観日の際に発達に関する講話や保

護者相談などを実施し、発達障がいについての理解を深めてもらうなど、普及啓発

に努めているところでございます。 

今後とも、教育委員会として、特別な支援を必要とする子どもたちへの対応に当

たっては、町保健福祉部局や関係機関などと十分な連携をとり合い、情報を共有す

るとともに、個々の児童生徒の障がいの状態や発達段階に応じた的確な状況把握に

努め、保護者や子どもたちに寄り添った教育支援を行ってまいりたいと存じます。 

以上、上地議員への１回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 町長より台風の被害について、現在、把握できていることについて、適

切に説明いただきましたが、この台風の復旧について１点聞きたいなと、建設業の

方ともお話しさせていただく機会があり、お話を聞かせていただきましたが、現在、

町長もわかるように、人手や重機も他の仕事で足りない状況であり、管内の他の市

町村も、同じように復旧で大変だとお伺いしております。 

その中で大空町は、何を優先して復旧に取り組んでいくのか。 

この後の議員の方からの質問でもあると思いますので、簡潔で結構なので、１点

お聞かせをいただきたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 
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◇町  長 既に８月２５日の議会臨時会におきまして、災害復旧費を一部お認めい

ただいているところがございます。 

今回の台風災害、８月に被災を受けるということで、この年度の収穫など、農業

の現場では、まだ終わっていないところがございます。また、雪が降るまでの間の

期間、多少、昨年の１０月から見ますと、時間がございますので、この期間に急ぎ、

これらの復旧に当たるということが大切ではないかと考えてございます。 

この９月６日の入札におきまして、国の災害事業に該当させるための査定用の設

計の委託を既に一部発注をしたところがございます。また、少額事業工事につきま

しては、見積もり合わせなども実施をしている件数もございますし、既に起工伺い

を済ませ、明日、入札が７本ということでございますが、その中にも、災害復旧に

係るものを予定しているところでございます。 

そういった中で、迅速に対応するということが一つ大きな役割ではないかと考え

ているところでございます。 

また、本定例会におきましても、復旧に必要な補正予算を提案をさせていただい

ております。町民生活への影響を最小限にすることを第一と考えて、早期の復旧事

業工事の発注に努めてまいりたいと思っております。 

この関係につきましては、工事を受注する関係の事業者の方々の協力もいただか

なければなりませんので、通常の発注形式だけではなく、こういう場合での応急的

な対応というものも協議をしながら、迅速に対応できる受ける側の方々の配慮につ

いても町として行っていかなければならないものと考えてございます。 

そんな中で進めてまいりたいと思いますので、今後とも御指導いただきますよう

にお願いを申し上げたいと存じます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 復旧については、住民の方を第一に考え、早急に適切に対応していただ

きたいとお願いして、これで質問を終わりたいと思います。 

避難の周知についてお伺いしましたが、今回は湖畔１丁目、２丁目、東２条６丁

目と避難対象地区も狭く、戸別訪問や電話で対応することはできましたが、防災計

画にありますが、災害発生予想区域の網走川、町の大動脈でありますが、ここに関

しては住吉、豊里、本郷と一番対象地区は広くなります。 

今後も大規模災害が予想される場合には、どのように周知するのか、住民の生命

と財産を守るためにもお聞かせをいただきたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 



13 

 

◇町  長 町民の方々に対します避難に関する情報の発信でございますが、一つの

ことだけで事が足りるというふうには考えておりません。さまざまな方法を講じな

ければならないものと思ってございます。 

まず、今回も利用いたしましたメールの配信でございますが、これは２通りござ

います。現在、大空町の防災メールの配信にご登録いただいている方が８６０名ご

ざいますので、この方に対して随時情報を発信するという方法があります。 

このほか、この大空町の地域に限ってエリアメールという仕組みがございまして、

これはここにお住まいになっている方、登録されている方だけではなくて、地域に

現在いらっしゃるスマートフォンなどをお持ちの方々に一斉にメールを送信すると

いう方法もございます。 

場合によっては、そういった、この大空町のエリアを範囲とした中で、メールを

送るという方法も活用していきたいと思います。 

その他、今回も行いました電話連絡で直接状況についてお話をする、さらに足が

運べるところについては、戸別訪問をしながら状況について説明し、避難の勧告な

どをお伝えするという方法もあろうかと思ってございます。 

さらに、先ほども答弁で申しました、北海道のシステムを経由する方法で、北海

道に避難準備情報、勧告・指示などを行ったときに、通知をいたしますと、そこか

ら自動的にテレビやラジオの画面や音声を通じて、発表していただけるという仕組

みがありますので、これも活用することといたしております。 

そのほか、過去にも例がありますけれども、広報車を運行して、街頭から呼びか

けるという方法でありますとか、農村部の方々などに対する周知の方法として、Ｊ

Ａの協力をいただき、ファクスを送信する、さらに、自治会長などにも連絡をいた

だきたいという旨もいただいておりますので、不在になりがちな方などの確認など

については、自治会や近所の方に連絡をし、その不在確認などもしていただく、そ

ういった地域の方々の協力もいただかなければならないものと思っております。 

今、申し上げましたようなさまざまな伝達手段をもって、町民周知を図ってまい

りたいと思ってございます。 

災害時はそのように町がしなければならないこともありますが、先ほど言ったよ

うに、地域の方々の共助という中での地域の方の御協力も必要ですし、御自身で身

を守るというな自助、これらも大切になってまいりますので、これらを総合的に町

民の皆さんにしっかりとお伝えをする啓発活動にも、今後、力を入れてまいりたい

と考えているところでございます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 避難対策計画の中で、二つ以上の手法を用いて、伝達するということも
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ありました。 

町長が言われるとおり、二つ以上の方法、放送なり、エリアメールなりさまざま

な手段を使って、町内会等の方にも連絡し周知し、お願いするという場面も出てく

るかと思います。 

ですけど、それでもやはり警報レベルが高い状態で、網走川の場合だと、サラカ

オーマキキン川、黒瀬川を渡らなきゃいけないですし、あそこら一帯は水の流れる

地区なんで、これに関してですけど、実際、戸別訪問や警報レベルが高い中で、そ

ういうふうに協力していただいて、動くのは難しいと思うんですよね。 

これについて、どうお考えか聞かせていただきたい。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 私どもの町の特性といたしまして、大きな河川があり、さらに、その両

脇にまた消火栓などもあるということでございます。 

従来の防災計画の中では、例えば本郷公民館、住吉公民館、豊里公民館、現在は

旧となっておりますが、豊住小学校などが避難所と指定をされておりました。 

しかし、実際に河川などの氾濫があった場合については、そういった施設では、

なかなか避難しても、さらに災害に見舞われる危険があるということから、現在は、

水災害における避難所指定というものはしていない状況にございます。 

現在は、市街地にある避難所に避難をしていただくという体制をとっております

ことから、早目の周知というものが必要になってまいります。例えば夜間における

避難でありますとか、さらには水かさが危険に達してしまってからの避難というこ

とであれば、その河川の橋を渡ってこなければならないという状況がありますので、

特に、そういったときには早目に対応して移動をいただくということを旨として、

対応を講じていかなければならないと感じているところでございます。 

今回の災害においても、対策本部の中で、反省課題として挙げましたのは、避難

の周知時期ということでございます。避難勧告、避難準備情報、今回発令いたしま

したけれども、今回は開発局の助言でありますとか、過去のデータ、それと先ほど

言った判断の注意情報の推移の過去の経験値から行ったわけでありますけれども、

先ほど言いましたように、全ての河川で判断水位が出ているわけではございません。

網走川とトマップ川のみということでございまして、その他の河川については、単

に水位が計られてということだけで、基準となるものがないということもあります。 

また、本町の地形特性なども考えますと、細かな判断基準というものを持ってお

かなければならないのではないかと考えてございます。 

今までも、そうでありますけれども、過去の経験値だけで対応しておりますと、

過去に経験のない雨量になったときには、迷いが生じてしまうというようなことが
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ございます。国や北海道が管理している河川における判断基準も私どもの町なりに

もう少しきちっと細かなところまで定めておく必要を感じましたし、町独自でそれ

ぞれの場所における判断基準、また、それぞれの河川の水位を基準とした判断基準

というものをしっかりと持っていなければならないものと感じたところでございま

す。 

さらに、それらを推測しながら早目に皆さんに準備をいただく、行動をいただく

という体制をつくり上げていくということをしていかなければならないものと感じ

ております。 

今回のこの災害を一つの教訓にさせていただき、町民の皆様の安全が守られるよ

うに、その仕組み作りをまたしっかりと構築してまいりたいと思います。 

今後とも御指導をちょうだいしたいと思います。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 先ほど町長が言われたように指定緊急避難場、大東、本郷、住吉、豊里

ですけど、低台で、これ洪水の指定避難場になっているんですけど、活用するにし

ても、低台だから余り活用できるかっていう問題もありますし、それにさっき町長

が言われたように３河川またいで走らなきゃいけないと、新得町に限って、道央圏

の話ですけど、台風１０号の際に、避難途中に橋が崩落しそこで亡くなられた方が

いるということもあります。 

僕は、ぜひ高台っていうか住吉の方にも川を渡らなくても避難できる、ましては、

救出とかを待てるような期間、または建物が必要ではないのかなと思うんですが、

これについてどうお考えか、 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 先ほどの私の答弁で避難所になっているようにお感じになられたかもし

れませんけれども、現在、住吉、本郷、豊里の公民館、そして旧豊住小学校は、避

難所とはなっておりません。 

一時避難場所ということで、さらにこの一時避難場所も地震などの災害に限って

ということでございますので、その水災害のときには、こちらには行ってもらうと

いうことにはならないということ、さらに今議員がおっしゃったように、そのこと

をしっかりと伝え切れていない場面も、あるのではないかと反省をいたしますので、

しっかりと地域の方々にそのこともお伝えをしていきたいと思います。 

確かに網走川左岸側においては、そういう建物があれば、理想かと思いますけれ

ども、現状としてそのことだけのために、今、施設を整備するという考え方には至
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らないわけでございます。 

現実といたしましては、旧豊住小学校は２階建てでございますので、単に避難を

待つということだけであれば、２階部分を活用するということはできますけれども、

実際には物資の運搬ですとか、そういったものが、できないということであれば、

避難所というところまでには至らないものと思っております。 

緊急の、生命に危険があるときには、その２階に避難をするということは可能で

はありますけれども、町として、しっかりと推奨できる建物ではないということで

ございます。 

今後、こういった地域にお住まいの方々の安全を考えたときに、どのような方策

を考えなければならないのか、町がやらなければならないこと、また、地域でお願

いしなければならないこと、御自分でできること、というところにも鑑みながら検

討を進めていきたいと、そのように思うところでございます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 これに対しては適切に検討していただいて、細かい部分は詰めていただ

いて、大空町独自のそういう災害に対応した計画にしていただければと思います。 

緊急メールとか、僕も登録はしています。メールの中で、避難場所は出るけど経

路が、どういうふうに出るのかっていう心配もちょっとありまして、実際に避難す

る場合、経路というのは大事でありまして、２次災害とかにもつながることなので、

避難経路の周知とか、そういうものを、今回はトマップ川と対象地区が狭かったで

すけど、避難経路というのはやはり大事なもので、避難経路の周知とか、そういう

ものは考えないのか。避難場所の周知はされていたんですけど、このについてお考

え聞きたいなと。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 今回の避難準備情報、また、避難勧告については、局所的な地域であり

ましたし、またその経路まで、指定するというまでに至らなくても、通常の移動手

段で避難が可能だということから、あえてそこまで指定をした内容ではございませ

んでした。 

しかし、先ほど言いましたように、網走川の左岸地区からなどの移動ということ

であれば、通常で考えますと、豊郷橋、治水橋、湖響橋の３橋をわたってというこ

とに、なろうかと思います。 

しかし、水位の状況によっては、この３橋を越してくるということが難しい場面

も出てこようかと思います。 
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そんな折には、さらに上流部分にさかのぼって、美幌嘉多山線のところから美幌

側に移っていただくという方法もあろうかと思います。 

そういったことなども、当然考えて今後は、単に状況の説明ということの、メー

ル配信だけではなくて、内容のあるものにもしていかなければならないかと思いま

す。そういった点についても、今後、検討といいましょうか、配慮したものを情報

として、出せるように努力をしてまいりたいと思います。 

現状で言いますと、そういったような場合については、河川を超えることなく、

その地域の中での高い位置、さらには、土砂災害の考えられないような地域に一旦

身を寄せるというようなことも考えていかなければならないと思います。 

ただ、このことについては、そこにお住まいの方々が、常日頃から、自分のこと

として受けとめていていただかなければならないものと思っております。そういっ

たソフト的なことと言いましょうか、共助的なことも含めた内容を充実させていか

なければならないということで、現在、豊里、住吉地区の皆さんにおきましては、

自主防災組織の組織化というものをお願いをしているところであります。そういっ

た組織化が図られてまいりますと、その中で、常日ごろからの自分の行動をどのよ

うにしていくのか、そういうことについて、町側から、また地域側からいろいろな

御意見などをいただきながら、決めておくというやり方も、必要になってくるので

はないかと思っております。 

できるだけ大勢の地域の方々に、こういった活動に参加をいただけるように努力

をしていくのも、私どもの役割ではないかと、そのように考えてございますので、

そういった中で、移動の仕方、そういうルールも決めてまいりたいと思っていると

ころでございます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 台風関連は、これで最後の質問にさせていただきたいと思います。 

町長が言われたように、首長は大変な責任があると、他の市町村も同じように勧

告、指示判断は、迷われているということはお聞きしております。テレビでも報道

があったりと、実際に国交省も、避難判断、避難勧告・指示の判断を迷わないよう

に、啓発動画を作成したということも新聞で出ておりました。この内容については、

判断が遅れ、住民が犠牲になり、マスコミなどからたたかれるというものでした。 

これ関連しては、なかなか首長は難しい判断をするものだなと思いました。責任

も大きなものだと。去年の９月１０日で記憶に新しいと思うんですけど、茨木市の

鬼怒川の氾濫から１年が経ちます。この１年が経ちますが、その当時の首長が、判

断が遅れてマスコミでたたかれていることもありましたけど、その当時の首長か言

っていたのは、判断は、堤防が決壊すると思わなかったと、速やかに判断を下せば
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よかったと。悔やんでいることがテレビで出ていました。 

私はやはり、町長も大変な責任をお持ちだと思いますが、空回りする方がまだ良

いので、住民の生命と財産を守るためにもぜひ早急に英断していただくようお願い

申し上げ、台風の質問を終わります。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 私どもの地域には、網走川がございますし、また、そこが注ぐ先として

網走湖もございます。この網走湖にもは堤防がございます。現状で言いますと、網

走川の水位が上がり網走湖に注いだ後は、網走湖の水位が上がってじわじわと増水

し、それによる冠水被害というものも発生しているわけであります。 

しかし網走湖全体が全部が堤防で囲まれているわけではなくて、堤防が設置され

ていない地域もあります。そういった地域については、水がついてしまうというこ

ともあります。私も不案内なところがあって、いつも、国に対して、この堤防の強

度でありますとか、ここにさらに大きな水が溜ったときに一体どのように堤防が決

壊していく、そういうシミュレーションになるのか、一方では堤防がないところが

ありますので、そこから水があふれていくということが事象として先に起こるのか、

そういうメカニズムについて、なかなか具体的に説明をいただいたことがないと、

ぜひそういったことについても、地元の首長に対して、説明をいただきたいという

お話をさせていただいておりますけれども、まだ国としてもそういうようなものが

しっかりと確立されていないというな説明を受けてございます。 

今後も、これについては重要な判断材料になりますので、国に対してお願いをし

てまいりたいと思ってございます。 

また、網走川の水位がこのように、大変上がったのは、平成４年と１１年、１３

年、１８年、昨年は１日で２００ミリに達するような大きな雨でしたけれども、上

流部分での雨量がさほどでもなかったせいか、大きな水の量とはなりませんでした。

しかし今年は３００ミリを超えるということで大きな水害状況になっているところ

でございます。 

それらの経験もさることながら先ほど言いました、どういった時期に発令を出す

かということで考えておりますが、私が思いますのは、最終的に発令をするのは、

私自身でございますけれども、その判断をするためには、それなりの先ほど言った

メカニズムや、さらには情報の収集、そういったものが重なって判断をしなければ

ならないということだろうと思います。そういったものの情報の収集というところ

に、これから全精力を注ぎ込んで、着実に判断を早期に出せるということに心掛け

てまいりたいと考えているところでございます。 

そういった中で、私に任せられた責任は大きなものと、そのように受けとめて、
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しっかりと対応できるようにしてまいりたいと思いますので、今後とも御指導いた

だきますようにお願いを申し上げたいと存じます。 

 

◇議  長 １番 上地議員。 

 

◇上地議員 台風の質問については先ほど言ったように、終了させていただきたいと

思います。 

発達障がいについて、再度、お聞きしたいと思います。 

先ほど、教育長が言われたように、保護者の方と協力しながら、個別に沿った計

画を作成し、支援していくことで改善する方もいると思いますので、これに対して

は適切に対応していただきたいと思います。 

先ほど町長が言われたように普及啓発でありますが、法律の中でもありますよう

に、国及び地方公共団体は個々の発達障がいの特性その他の発達障がいに関する国

民の理解を深めるために、学校、地域、家庭、職域、その他のさまざまな職場を通

じて必要な広報その他の啓発がうたっております。 

今後も、私を含めてでありますが、住民の理解が高まり、そのような障がいがあ

っても、最後まで町で過ごせるようになって欲しいと思いますので、再度注文とい

たしまして、これから生涯、障がいを持っても、最後まで自分の町で生活ができる

ように、これからも教育と福祉分野が重々連携し適切に対応していただけるようお

願い申し上げ、質問を終了したいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 国民の皆さんがこの発達障がいというものに対して、理解を深めること、

まずこれが１番大切ではないかと思ってございます。 

周りの方ももちろんですし、保護者の方々についても、そういう発達障がいとい

うものがあると、どういう状態にあるのか、そういうことを受け止めていっていた

だかなければならないということもあるのかと思います。それらを含めて適切にそ

ういう内容について周知をしていく、理解を求めていく、その役割を市町村は担っ

ていると思います。 

ただ、私ども、ひとつ国に対しても、これからは要請をしていかなければならな

いなと思っていることもございます。発達障がいという言葉がございますけれども、

一方では３障がいの中に発達障がいというものが明確に位置付けられていないとい

うこともありまして、就労の場などでは、齟齬を生じているような施策もあるよう

に感じてございます。こういったことに対しては、国に対しても制度の改正という

ようなことについて要請をしてまいりたいと思います。 
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今回の法改正は、乳幼児期から高齢期まで、切れ目のない支援ということをうた

って、それに伴う改正だと言われてございます。 

実際には、先ほど教育長が答弁しましたとおり、お生まれになって乳幼児期から、

幼稚園に入園される、小学校に入学される、義務教育の期間中というのは、私ども

の行政が非常に関わる場面が多くなっておりますけれども、それ以降については、

現実、どのような支援があるのか、国については、就労なり就業、就職の支援とい

う言い方を言葉では使っておりますけども、具体的には、どのようにしたらいいの

かというのが、なかなか難しいなと、今時点では感じているところでございます。 

実際に私どもの町のそういった障がいに係わる施策、障がいの方々に対する施策

の一つとして、総合計画の中で、平成３２年に子ども発達支援センターの整備とい

うものを掲げてございます。まだ具体的なその内容議論にはなっておりませんけれ

ども、そういうものの頭出しをさせていただいております。こういった施設ができ

上がっていけば、地域の核となるものと考えてございますが、この整備に当たって

の議論とあわせて、町としてどのように、その対応施策をソフト事業などとして、

講じていくべきなのか、そういった議論もあわせて進めながら、この施設の整備と

いうものを考えてみたいと思っているところでございます。 

そういった折には、ぜひ、いろいろな立場からの御意見もちょうだいしたいと思

っておりますので、御指導いただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 渡邊教育長 

 

◇教 育 長  現在、国におきましても、障害者基本法の理念にのっとりまして、障が

いのある方もない方も共生して生活する共生社会の形成を目指しているところであ

りますけれども、教育の分野においても、障がいの有無にかかわらず、子どもたち

が、通常学級で一緒に学ぶ、いわゆるインクルーシブ教育の実現に向け、国として

動き出してはいるんですけれども、まだまだその実現には、年限を要するものと受

けとめております。 

発達障がいにかかわる、情報の提供や普及啓発に当たりましては、単に障がいの

特性の理解ということではなくて、インクルーシブ教育推進の動向や考え方を初め

として、特別支援教育の目的や内容、通級指導教室での指導内容など、確実にその

趣旨について、周知徹底を図ることが重要ではないかと考えております。 

保護者の方だけではなく、広く住民の皆様に理解を得ていただくための普及活動

を学校、幼稚園はもとより、保健福祉部局とも連携しながら取り組んでまいりたい

と考えております。 

また、個別の教育支援計画や指導計画につきましては、児童生徒の発達に即した

よりきめ細やかな支援となるよう、保護者の御意見、御要望を伺いながら、常に内
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容を見直し、切れ目のない支援につなげてまいりたいと考えておりますので、今後

とも御指導賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これにて上地史隆議員の一般質問を終了します。 

ここで１０分間休憩します。 

 

（休憩 午前１１時１１分） 

（再開 午前１１時２１分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第５ 一般質問を続けます。 

次に、３番 原本哲己議員の一般質問を許します。 

 

◇原本議員 改めまして、おはようございます。 

先ほども同僚議員からもありましたが、今回の３回にわたる台風の直撃は、昨年

の１０月８日、９日の２３号台風の被害を上回るものとなってきていると思います。 

被害に遭われた方にお見舞いを申し上げるとともに、復旧に尽力されている方、

また、この間、昼夜を問わず被害防止の対策に当られた方に、心より御苦労様、あ

りがとうと述べたいと思います。 

では通告に基づき、質問に入ります。 

さきに述べたように、この２年間相次いで台風が押し寄せ、大雨による気象条件

も増えてきています。当町の基幹産業である農業、特に農地の被害が甚大なものに

なりつつあり、何らかの対策が必要になると思います。 

では、１点目、既に同僚議員からもありましたが、今回の台風による農地の被害

状況はどのように把握されているか、確認の意味でお聞きしたいと思います。 

２点目、今時点で大空町としてできる対策はどのようなものがあるかお聞きした

いと思います。 

３点目、ここからいろいろと、また２回目の質問でも述べたいと思いますけれど

も、今後、異常気象による災害、被害の多発が予想される中、基幹産業の農業を守

るため、大雨に耐えられる農地基盤に変えていくことが必要だと思います。 

農家個人の力では限界があり、何らかの支援対策が必要と考えられますが、その

辺の町長の考え方をお聞きしたいと思います。 

以上、１回目の質問とします。 

 

◇議  長 山下町長。 
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◇町  長 原本議員の一般質問に御答弁させていただきます。 

昨年１０月の台風では、被災農地が全部で２２９カ所でございました。 

本年８月の台風においても、農地の被害が大きく、９月４日まで報告を受けてお

ります被災農地は、１５１カ所でございます。内容は、法面崩壊、ガリ浸食、河川

氾濫に伴う冠水、土砂の流入などとなってございます。この他、共同や個人管理し

ております排水路の被害が３２カ所、耕作道は、６８カ所が被害を受けております。 

これらの被害に対応する方法、制度といたしまして、四つ方法があろうかと思い

ます。 

一つ目は、町が事業主体となり、農地災害復旧事業や農業用施設災害復旧事業に

乗るという方法がございます。しかしながら、現行制度は、被災農地の法面面積に

ついては、算入ができないこととなってございます。さらに、原形復旧が基本であ

ることから、形状変更する基盤の切り盛りの復旧工法の方が安価な方法であっても、

運搬盛り土での復旧となり、工事費が高額となる場合が多々ございます。 

さらに面積当たりの補助対象事業費の限度額は、府県の限度額の４分の１から５

分の１と格差が出ております。被災箇所が対象とならなかったり、事業費が極めて

高額になるなど、非常に利用しづらい制度となっているのが現状でございます。 

このため、平成２７年度発生災害では、被災農地２２９カ所あると申しましたが、

このうち農地災害復旧事業による復旧箇所は６カ所止まりでございます。また、全

道でこの農地災害復旧事業を実施いたしましたのは、昨年度は大空町だけでござい

ました。今回の台風による災害事例では、農地災害復旧事業は見込めないと考えて

ございます。 

制度があっても、実質的に利用できないのは、大変残念なことでありますので、

この農地災害復旧事業については、法面面積の参入、また、原形復旧以外の方法に

ついての選択肢が可能となるよう、さらには、限度額の見直しなどを国に要請して

まいりたいと考えてございます。 

次に、２７年度発生災害では多面的機能支払交付金制度を活用し、工事費の４

５％分を助成して、復旧を進めている現状にございます。昨年取りまとめ、当初段

階におきまして農地復旧の申し込み箇所が１７０カ所ございましたが、４０カ所が

自助努力により、復旧することとなりました。残りの１３０カ所を業者施工による

発注とすることといたしまして進めている現状にございます。今年の４月に５６カ

所を発注し、既に完了してございます。７月に５１カ所を発注し、現在施工中でご

ざいます。また、９月に２３カ所を発注する予定となってございます。 

これらを総合しますと、８月下旬現在での発注進捗率は、８３％、工事の進捗率

は概ね６０％程度と把握してございます。 

２８年度発生災害につきましても、多面的機能支払交付金制度の活用ができれば

良いのですが、流用できる予算がないということから、現状では残土の提供と積込
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みの機械、オペレーター費用の負担というところに、とどまっている状況にござい

ます。 

次に、２７年度発生災害において道営農業農村整備事業で、災害復旧も協議をい

たしたところですが、当時は、予算割当額か要望額に達しないため、事業申請され

ている方の進捗に影響を与えてしまう、また法手続、申請に時間を要して、すぐに

工事ができないなどの理由から、昨年度は、取組みをしていない状況にあります。 

しかし今年度の発生状況について説明をし、北海道と協議をいたしたところ、被

災した農地が道営事業の区画整理を現時点で申請されていれば、予定施工年次に区

画整理とあわせて一緒に復旧工事も行うことは、可能であると、そのような回答を

受けました。 

しかし、この場合にあっても、人によりましては、復旧までに期間を要するとい

う方もいらっしゃいます。受益者の皆さんと個別に協議を行い、希望の取りまとめ

を行ってまいりたいと考えてございます。 

次に四つ目といたしまして、農業振興資金を借入れし、災害復旧に当たる方法が

ございます。 

昨年度の災害におきましては、両ＪＡが融資をいたします資金において、農業者

の利子を町が負担し、無利子とする条例改正をお認めいただいたところでございま

す。そんな中、多面的機能支払交付金制度との併用により、これまで７名の方がこ

の制度を活用して、約７００万円が融資をされております。今後の融資要望も想定

されるわけでございます。 

２８年度発生災害につきましても、関係機関と協議を進め、昨年度と同様な支援

内容について検討してまいりたいと考えてございます。 

今後の農地における考え方につきましては、防災・減災対策も考えていかなけれ

ばならないものと考えてございます。町といたしまして、日常における管理は当然

のことながら、農業者の皆様の取り組みなくして、防災・減災はあり得ないと考え

てございます。台風、大雨が来る前に法面の崩落のおそれがある農地、また用排水

路、町道に土砂が流れ込む恐れのある農地等について、水切りなどの協力を皆様に

もお願いをしてまいりたいと考えてございます。使用いたします土のう等につきま

しては、共同で作成し、提供する方法なども考えてみたいと存じますし、畑を流れ

る水処理の仕方、土のう積み方など、予防、保全活動の研修会などについても、開

催してはどうかと考えているところでございます。 

先ほどまで申し述べましたのは、現行制度や、また対処する方針でございますが、

当町の基幹産業である農業を守るためには、強固な農地の基盤に変えていくことが、

将来的に必要でございます。これらの方向性をしっかりと町としても持たなければ

ならないものと考えるところであります。 

農業農村整備事業に取組むに当たりまして、生産性の向上だけではなく、減災・
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防災対策を目的とした基盤整備も検討が必要と考えます。幾ら圃場の排水対策を行

っても、下流域での排水処理ができていなければ、被災につながります。広域の排

水処理、排水の整備を念頭に置いた計画策定を図ってまいりたいと考えているとこ

ろであります。 

また、頻繁に法面の崩落等を起こす農地がございますが、構造上の問題もあるも

のと思われますので、これらについてはしっかりと検証を行って、形状の見直しな

ど、受益者の皆さんと再整備についても検討していかなければならないものと思い

ます。 

しかし、これらをの整備を行うということになりますと、高額な事業費がかかり

ます。負担軽減を考えれば、道営事業等によって計画的に整備を行っていくという

ことをしていかなければならないものと考えて、これらに取組むことをお約束を申

し上げたいと思います。 

以上、１回目の答弁といたします。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 今、昨年からの復旧についても御説明をいただきありがとうございます。 

まず１番目の質問でした災害の状況ですけども、大体町長が答えたとおりかと思

いますけども、僕自身で両ＪＡに確認、細かいことをちょっと確認したんですけど

も、その中で、まずその冠水被害、今回、水の問題を特にしたいんですけども冠水

被害については、女満別農協の調べでは、一部冠水を含めると２６０町位あるそう

です。 

また、全面冠水が１５０町位、それからＪＡ網走東藻琴支所の方は、２２ヘクタ

ール位、という報告を受けています。 

また壊れた箇所については、女満別は法面、それから農道、その他諸々、農地に

関連する被害箇所で言うと７９カ所、ＪＡオホーツク東藻琴地区の方は大体１００

カ所位で受けています。 

ＪＡオホーツク関連の方は、多面的事業で大空町ですので、農協の中では復旧が

進んでいると思っています。女満別地区も同じく大空町の多面的事業で昨年の分に

ついては、先ほど町長から説明があったとおり、復旧については、他の地区よりは

進んでいると思います。 

ただ、昨年、復旧したんですけども、今年のこの三つの台風によって、また同じ

ような被害を受けている。そこはちょっと大きな問題だと思う。 

その原因ですけども、今は一圃場からの流出水が大変多くなっています。特に経

営の大型化、面積の大型化とそれから小麦類の作付奨励、それで一圃場から出る流

出水が多くなり、今までの農地基盤整備事業では沈砂池等をつくっていたんですけ
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ども沈砂池等では、十分に対処しきれない現状になっていると思います。 

また、昨年からの被害で、特に大きな被害が出ている圃場は、下方の下の段にあ

る圃場でした。今までは、何とか最小限の被害で済んでいたことから、大きな問題

にはなっていませんでしたが、ここに来て異常な雨は、畑の上下関係、自分で全面

積を持っていれば良いんですけども、上と下の耕作者が違う、そういう場面の中で

は、適切な表現ではないかもしれませんけれども、農家間の気持ちにひび割れをも

たらしていることも事実だと思います。 

また、河川の流域にある地域、ここでも滞留水が大変大きな問題となっています。

ここでも被害を受ける農家は一定の順番となり、その繰り返しが行われています。

最近は、高性能なポンプ車が開発局等に用意されていますが、これらの排水を処理

するために、我が町でも、これらのポンプ車的なものを用意する必要があるという

声も聞かれています。 

これらのことを解決することに、先ほど町長も述べましたが、新しい事業、特に

補助率の高い事業が必要と思います。再度、その事業について、町としてどのよう

に進めて行かれるのか、また町だけではなくて、ＪＡそれから関係機関との調整も

必要と思うんですけれど、もう一度お聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 昨年被災をされて、多面的機能支払交付金制度で復旧をいたしましたけ

れども、また同じ箇所がというところも報告として受けてございます。 

今回、応急的に復旧をいたしました箇所については、その場所を直すということ

でしかありませんでしたので、実際にその被災を受けた原因のところの水道といい

ましょうか。そういうところまで切り換えて、水が来ないようにするというところ

までの施工にはなっていない中で、今回また大きな雨量を観測し、同じような事象

の中で、再び被災をしてしまったということではないかと、そのように受けとめて

ございます。 

先ほども申しましたとおり、今までは、道営の整備事業などでも、面工事を優先

をいたしまして、その圃場での生産性が上がると、そういうような客土、暗渠、区

画整理、そういった工種を全面的に取り込んで行うということでありました。しか

し、暗渠を行えば、当然暗渠の水がどちらかの排水に流れて行く、それが集まって

河川に入って行く、河川も当然あわせて土砂などの流入も増えてくるということを

考えると、その終末の処理のところも十分考えていかなければならないものと考え

てございます。 

今後、事業を進めるに当りましては、道路の側溝整備など、さらには広域的な排

水処理というところを、農家の皆さんが個々にお考えになるところもあろうかと思
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いますけれども、全体地区を見た中で、町としても必要なところについては、排水

の整備などを優先的に事業の中に盛り込んでいくという姿勢を持たなくてはならな

いのではないかと、改めて感じたところでございます。 

また、法面、農地造成、区画整理などを行ったところは、時として非常に上から

順番に、いろいろな高さの農地ができ上がってきて、それぞれに排水処理をしてい

るわけではありますけれども、結果的に下になればなるほど大きな水量が押し寄せ

て、下方域の土地に被害を大きくもたらしてしまうというようなことから、私も従

来、農業者というような立場も多少ありまして、さらには上の方に住んでいる者で

したので、そこから流れる水が下方域の農地を壊してしまうというようなことで、

また地域の中でも、御迷惑をかけていたところもございました。 

昔の方、悪い言い方でいうと、水は上から下にしか流れないんだという言い方も

ありますけれども、そこは知恵を出しながら何とか最小限にしていく、それが人間

の知恵ではないかと思いますので、その言葉一つでなかなか解決はできないと思っ

てございます。 

先ほど言いました排水路整備、水道をどのようにするかという根本的なところ、

また、大雨が来たときに大きな水の量となったときに、先ほど言った土のうなどを

例えば積んでいただきながら、応急的な対応もお願いをしなければならないものと

考えてもございます。 

もう一つは、こういったものを根本的に直していくのは、その壊れたところだけ

を直すということではなくて、大きな事業展開の中で、水の処理を考えていかなけ

ればならないということになります。先ほど言いました現行の農地災害復旧事業と

いうものしか現状はありませんけれども、これの制度改正を求めていくというとこ

ろも、一つ当然としてありますが、もう一つは、新しい制度として、これとは別に、

通常行われている農業農村整備事業を行う率と同じような、負担比率でもって災害

時には、その復元、復旧ができるという措置、それを地元として考えて、国に訴え

ていきたいと思ってございます。 

本来であれば、今行われている道営事業の中の地区で発生した被災農地には、そ

の事業の中で取り組んでくれればいいわけですけれども、先ほど言ったように予算

が十分ではないと、当初予定していた人の事業費を喰ってしまうということで、遅

れてしまうので、災害時においては、同じような補助率でできる、そういうものを

地区取りをしなくても、町村域として、幾つかまとまったならば、それを取り組め

るような、そういう制度を創設してもらいたいものだと、それを国に訴えていきた

いなと思っております。 

本来、農地というのは個人所有が認められておりますけれども、公共財だと、だ

から公共事業として、さまざまな基盤整備ができるというふうに考えておりますの

で、法面も含めて、その公共財が傷んだ時に、公共として、それを手直ししていく
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というのは、当然のことではないかと、そのように考えてございますので、道営の

農業農村整備事業と同一率で復旧が可能になるような、そういう制度というものを

国に創設していただきたいと、要請をさせていただきたいと思っております。 

また、現在進行形の道営の土地基盤整備事業の地区があったり、また今後、取り

組んでいきたいという要望がある地区などもございます。先ほど言いましたように、

当然、面工事を皆さん主体としてお考えになっておりますけれども、防災、減災と

いう趣旨をも考えていくならば、当然その排水処理というところも大きな要素にな

って生産性につながっていくものと思いますので、町としても必要な箇所について

は、優先して、それらを取り組む、さらには、度重なる被災に遭った農用地などに

ついては、区画整理の形状などの見直しを受益者の皆さんと相談をさせていただい

て、そこを優先して区画整理を行う、そういう取り組みの中で、負担最小限の中で、

被災農地を復旧させたり、また、こういう災害に強い農地を作っていくということ

に努力をしていかなければならないと、改めて昨年からの災害の中で感じたところ

でございます。 

また、住宅ばかりではなくて、農地を守るための堤内地からの排水処理、例えば

女満別地区の本郷地区や豊里、住吉地区については、排水機場というものがあって、

排水をしておりますけれども、場合によってはその他の地域でも、こういったもの

が必要になってくるのではないかと思います。 

現在、町では住宅などが張りついているトマップ川周辺について、町としてポン

プを持って堤内から堤外に排水をしている場面がございますけれども、今後は農業

の冠水、滞水を減らすということも念頭に置きながら、こういったものの整備も必

要ではないかと内部の議論でもそういった案が出ておりますので、今後、これらの

整備充実というところも考えてみたいと思っているところでございます。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 道営事業並びに既存の事業に、今回の災害復旧の部分を組み合わせてい

くということについて、もう一度ちょっと確認したいんですけども、現在、進んで

いる道営事業、私たちもやっているんですけども、予算が足りなくて、年次送りが

増えているんです。要するに、今まで平成３０年、３１年に終わる予定のものが３

２年、３３年になっていくという形の進み方をしていると思うのです。その中に新

しい事業、今回のこの災害の部分のプラスを入れて行くことは、やはりきつい。 

さっき町長もちょっと述べましたけれども、きつくなって結局、例えば、私個人

として自分の分の何かを減らして、その分に充てるとかという形にしないと、予算

的に完成年度に向かっていけないような形でないかなと思っています。 

そんな中で、これはあえて町長も新しい事業といいましたけれども、異常気象災



28 

 

害対策農地整備事業というような形で、さっき言った排水のポンプ車も総事業に入

れられる。それから最近の異常気象で、突如として起きた災害、そういうものにも

すぐ対応できる、そういう事業を、やはり町を中心に関係団体とともに、今後求め

ていくっていうことは、とても必要でないかなと思うのです。 

その意味で、何とかこの２年間が良い教訓でしたので、このようなことに耐えれ

る農地にしていくために、新しい事業、そしてその農家間の調整を町がとって、先

ほど言いましたように、上にある人と下にある人の人間関係が壊れないように、み

んなが仲よく農業をやっていける形っていうのは、とても大切と思うんで、その辺

の尽力をしていただきたいと思います。 

再度新しい補助事業、それについて、町長から、よしやって行こうという確認の

意思をもらいたいのですけども、どうでしょうか。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 まず２８年度の発生災害につきまして、いま北海道が仕切っていると言

いましょうか、考えていること、それは今回２８年度災害で被災した農地、その場

所が今計画されてスタートしている道営農業農村整備事業の区画整理工種を申請し

てある農地であれば、その農地を事業で施工しようとした年度にあわせて、今回の

災害復旧もやってもよろしいですという言い方をされております。 

昨年度はそれもだめだという言い方でしたけれども、本年度は、そこでやっても

いいですよと言われております。ですから、早い方については、その部分の設計を

行って、２９年、３０年に、例えば、区画整理をやろうと思っていたところと合わ

せて復旧することは可能だということになっています。 

ただ、その被災した農地が区画整理を申請していなかったり、さらには、もっと

もっと遅い年次で施工しようというふうに予定されていれば、結果的には２年も３

年も４年も間が空いてしまうので、そこのところは個別の農家の方の意思を確認し

ながら、取りまとめをしていきたいというのがまず１点でございます。 

今言われましたように、昨年はなぜだめであったものが、今年、良いのかと言い

ますと、多分全道的に被害の広がりが大きいということが一つ挙げられると思いま

すし、昨年の予算だけの話ですけれども、予算の付き方と２８年度の予算の付き方、

さらには北海道が考えていると思いますのは、今、概算要求で国が予算要求してい

る２９年度の農業農村基盤整備事業の予算というものの総額の額の大きさが少しず

つ大きくなってきているので、そのことをやっても、当初、手上げをしていた方々

のところに遅延を及ぼすということは余りないのではないかという考え方があって、

２８年度の災害については、認めてくれたということではないかと思っております。 

ただ、私は先ほど言いましたのは、地区があるから、そこに事業申請をしている
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から、そのときに合わせてやってもらうというだけでは、足りないというのが私の

考え方であります。 

本来農地というのは、個人所有が認められておりますけども公共財として位置付

けられているから、公共事業が投入されて大きな補助率で施工ができているという

ことを考えれば、今回の被災した農地は、公共財が被災を受けたのだというふうに

考えますと、そこにその地区取りだとか何だとかということではなくて、今回被災

された農地については、一定額以上の大きな金額になるものについては、それらを

全部取りまとめて、一つ大空町地区として、補助事業、通常の道営事業と同じ補助

率でもって施行することを認めて欲しいという要請を行っていかなければならない

のではないか、そうでなければ、迅速に復旧が進まないと、そのように考えており

ます。 

本来、先ほど言いました農地災害復旧事業によって、災害を復旧させたような場

合については、昨年の例で言いますと、大空町、つまり地元農地でありますので、

個人の農家の方の持ち出しは１６％で、国の補助率が８４％程度となってございま

す。極めて高いわけであります。しかし先ほど言ったように、その災害復旧事業は、

法面だけが崩れて危なくなっているものについては戻せないと、農地そのものが被

災になっていないと対象にならないんだと、今そういう言い方で査定を受けますの

で、多くのものは取り扱えないと、であるならば通常の道営農村整備事業、国が５

２％、北海道が２８％、地元の負担が２０％、通常、農業者の皆さんは、これで道

営事業を施工されているわけでありますので、この補助率をもって今回の災害被災

したその法面も含めて、農地のところを拾い上げてくれる、そういう新しい制度を

作ってほしいと、それを私はもちろんですけども、この地域、北海道として言って

行かなければならないと思ってございます。 

そういう要請活動を今後、強力に行っていく、そのことが安心してといいましょ

うか、農業者の方が、もし何かあっても、こういう負担で復旧ができるんだという、

その安心感にもつながって行くものと思いますので、それについて、一生懸命、要

請活動を行ってまいりたいと思っているところであります。 

１４日には、農林水産大臣がこの管内に入ってくると、地域の被災状況などにつ

いて意見交換も含めて、要請も受けるということであります。その中で、わずかな

時間でありますので、全て訴えることができるかどうかわかりませんけれども、今

回の機会に限らず、機会あるごとにこの要請を前面に出して、農業が中心産業の大

空町として、ぜひお願いをしたいということを強く訴えてまいりたいと思っている

ところでございます。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 
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◇原本議員 町長の気持ちは理解できました。 

もう一つ、ちょっと付け加えて、先ほど１回触れていますけども、今、雨が降っ

て畑が壊れる。それはもう現状で見えているから良いんですけども、これから去年、

今年の台風災害でも何でもなかった土地、特に去年１０月８日時点で、まだビート

が植わっていた畑ですとか、今年も小麦跡地じゃなくて、ビートとかジャガイモの

畑は、多少いろんな被害を受けているんですけども、そういうところは、やっぱり

小麦を植えたところよりもはるかに被害が少ない。でもそれはきっと小麦を植えた

ときには、１日に百何十ミリも降るとか、１０日間で３００何十ミリも降る雨にな

ると、また同じような災害が出ると思うんです。 

それを今から本人がやっぱり心配で、どうしても直したいということもあると思

うんですね、災害を受けてから直すのではなく、直したいこともあると思う。こう

いう事業をできないかということもやっぱり考えていきたいと思うんです。 

それについては、どうでしょうか。 

 

◇議  長 町長。 

  

◇町  長 先ほど、この件についてもお話ししたと思いますけれども、今までに何

回となく、被災を受けている農地というのは、やはり同じような場所で被災を受け

ていることが多いのではないかと思います。 

そういったものの区画整理、形状を変えるとか水道を変えるというところについ

ても、今後は、優先的に、その計画の中に位置付けて、受益者の方、土地の所有者

の方にお話をさせて町としてももらいながら、また、農家の方についてもそういう

意識を持ちながら、道営事業を仕組んだときに、区画整理を行って行く、あわせて

排水の整備を行うという形をとりたいと、単に今までおいては、こう言ってはなん

ですけども、どちらかというと農業者の意向だけで基盤整備事業の取りまとめとい

うのが行われてきたように思いますけれども、私どもも、言葉が悪いのかもしれま

せんけれども、口を出させていただいて、何回となく被災しているので、ここは形

状として直した方が良いんじゃないかと、そういう御提案もさせていただいて、所

有者の方々の御理解もいただいて、直していくということも、今後はやっていきた

いと、そのように考えてございます。 

また、さらに雨が降っていないにもかかわらず、長年の劣化などで水道が下流部

分であって、一度に崩れたというようなところが過去に、ここ２年、３年前ぐらい

から何カ所かございます。そういったものの事前の診断といいましょうか、そうい

うものも多面的機能支払交付金制度事業の中で行っていくということを考えていか

なければならないものと思います。 

普段からそういうような箇所というのは、皆さん方、私どももそうですけれど農
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業者の方が、周りの方も含めて詳しいのではないかと思っております。 

先ほど言った、町が防災や減災を中心とした基盤整備というものを考えていく、

このことを農業者の皆様にもしっかりと御理解いただいて、常日ごろ管理をされて

いるその多面的機能支払交付金制度、運営しているのは、広域協定運営委員会でご

ざいます。そこのところにも、町の考え方、趣旨というものをしっかりとお伝えを

していただいて、常日ごろの管理でもそういう視点を持っていただく、さらには、

そういうような箇所がどこにあるのかということを、そういう委員会の皆様からも

お知らせをいただいて、基盤整備をやる地区に当たっては、そういうところを盛り

込んで基盤整備をしていただくということを旨としてやっていきたいと、そのよう

に考えてございます。 

町としても、先ほど言いました上下の水の管理の関係、さらには、今言った基盤

整備の順番の関係、いろいろな調整を行っていかなければならないわけであります

けれども、ぜひとも農業者の皆様にも当事者として御協力をいただかなければ、あ

とは何とか町で全部やってくれと言われても、皆さん方の協力もなければ、町とし

てもなかなか進め切れないというところもございます。 

ぜひ、そういった視点も説明させていただきながら、理解を得るように努力をし

てまいりたいと思っているところでございます。よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 ３番 原本議員。 

 

◇原本議員 これで最後です。 

今町長にお答えいただいたとおりでやっていただけば、大変将来的に良い方向へ

進んでいくと思います。何とかその進み方が少しでも早く進むようにお願いして、

質問を終わりたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 今回の大きな雨量からは、幾つもの課題をいただいたものと思っており

ます。 

当面、町民の生活、また、来年に向けての再生産を考えて、復旧作業を急がなけ

ればならないという、目先の課題もあります。 

また、将来的に災害に強い農地をつくっていくという観点からは、計画的な排水

対策というものを行っていかなければならない、さらに、そういったものを進める

に当たって、また雨が降ったときの被害を最小限に抑えるためには、町だけではな

く、農業者の皆さんと一緒になって、日常の管理のてこ入れをしなければならない

というようなこと、幾つもの反省材料がございます。それらについては迅速に対応
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し、災害に強い、そういった地域の産業というものを作れるように、これからも努

力をしてまいりたいと思います。 

また、国や北海道に対する要請も、いろいろな視点から必要になってまいります

ので、そちらについても、迅速に対応して、地域の窮状というものを説明してまい

りたいと思っております。 

今後とも御指導いただきますようによろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これにて、原本哲己議員の一般質問を終了します。 

これで一般質問を終わります。 

以上で本日の日程は、全部終了しました。 

本日は、これで散会します。大変お疲れさまでした。 

 

(散会 午後 ０時０２分) 



 

 平成２８年第３回 
 

 

 

 

 

大空町議会定例会会議録 

〔その２〕 

 

 

 

 ・招 集 平成２８年９月１２日 
 

 ・開 会 平成２８年９月１２日 
 

・閉 会 平成２８年９月１３日 
 

 

 

 

 

 

大 空 町 議 会 



 

大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 １番  上 地 史 隆  ７番  齋 藤 宏 司 

 

２番  田 中 裕 之   ８番  松  岡  克  美 

 

 ３番  原 本 哲 己   ９番  欠 員 

 

４番  沢 出 好 雄  10番  後 藤 幸 太 郎 

 

 ５番  品 田 好 博  11番  深 川  曻 

  

 ６番  松 田 信 行  12番  近 藤 哲 雄 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

  

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 

 

 

 

 

 

 



 

５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

   

副 町 長  産 業 課 長 

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事 

会 計 管 理 者  建 設 課 長 

総 務 課 長  建 設 課 参 事 

総 務 課 参 事  地 域 振 興 課 長 

住 民 課 長  住 民 福 祉 課 長 

福 祉 課 長  総 務 課 主 査 

福 祉 課 参 事   

   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事 

生 涯 学 習 課 長  生 涯 学 習 課 参 事 

   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主査 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 



平成２平成２平成２平成２８８８８年第年第年第年第３３３３回大空町議会定例会議事日程回大空町議会定例会議事日程回大空町議会定例会議事日程回大空町議会定例会議事日程    

第２号 平成２８年９月１３日（火） １０時００分開議 

 

日 程 第 １  会議録署名議員の指名について 

 

（諸般の報告） 

 

日程第２  議案第74号 網走地方教育研修センター組合規約の変更について 

 

日 程 第 ３  議案第75号 大空町手数料条例の一部を改正する条例制定について 

 

日 程 第 ４  議案第76号 大空町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例制定について 

 

日 程 第 ５  議案第77号 大空町古梅ダム維持管理事業分担金徴収条例制定について 

 

日 程 第 ６  議案第78号 大空町本郷排水機場維持管理事業分担金徴収条例制定について 

 

日 程 第 ７  議案第79号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第４号） 

 

日 程 第 ８  議案第80号 平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 

日 程 第 ９  議案第81号 平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号） 

 

日程第 10  議案第82号 平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 

日程第 11  議案第83号 平成２８年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 

日程第 12  議案第84号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号） 

 

日程第 13  認定第１号 平成２７年度大空町一般会計歳入歳出決算認定について 

 

日程第 14  認定第２号 平成２７年度大空町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 

日程第 15  認定第３号 平成２７年度大空町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

 

日程第 16  認定第４号 平成２７年度大空町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について 

 

日程第 17  認定第５号 平成２７年度大空町介護サービス事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について 

 



日程第18  認定第６号 平成２７年度大空町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 

日程第 19  認定第７号 平成２７年度大空町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 

日程第20  認定第８号 平成２７年度大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について  

 

日程第21  議案第85号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第５号） 

 

日程第22   発議第11号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求め

る要望意見書 

 

日程第23  報告第11号 平成２７年度大空町教育委員会の活動状況に関する点検・評価

報告について 

 

日程第24  報告第12号 平成２７年度大空町の健全化判断比率及び資金不足比率につい

て 

 

日程第25  報告第13号 例月出納検査結果報告について 

 



    出 席 説 明 員 の 報出 席 説 明 員 の 報出 席 説 明 員 の 報出 席 説 明 員 の 報 告告告告    
 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  山 下 英 二   教育委員会委員長  相 馬   隆 
 
   代 表 監 査 委 員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  山 神 正 信 
 
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  川 口 明 夫   産 業 課 長  佐々木 徳 幸 
 
   総 合 支 所 長  菊 地 教 男   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   会 計 管 理 者  丹 治   健   建 設 課 長  佐 薙 幸 史 
 
   総 務 課 長  藤 田   勉   建 設 課 参 事  高 島 清 和 
 
   総 務 課 参 事  林   敏 美   地 域 振 興 課 長  伊 藤 裕 幸 
  
   住 民 課 長  山 本 勝 栄   住 民 福 祉 課 長  平 田 義 和 
 
   福 祉 課 長  南 部   猛   総 務 課 主 査  土 田 康 裕 
 
   福 祉 課 参 事  松 川 一 正    
   
 
３．大空町教育委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   教 育 長  渡 邊 國 夫    
 
   生 涯 学 習 課 長  田 中 信 裕  生 涯学習課参事  田 端 久 剛 
 
    生 涯学習課参事   福 田 和 義 
 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長   熊 谷 裕 幸 
 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  作 田 勝 弥 
 
 
６．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  大 槻 明 弘    
 
   主 査  石 川 大 樹    
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    平成２８年 ９ 月１３日 
 
                     大空町議会議長  近 藤 哲 雄 
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(午前１０時００分) 

    ◎開議あいさつ 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２８年第３回大空町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、１番 

上地史隆議員及び２番 田中裕之議員を指名します。 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇事務局長 ただいまの出席議員は、１１名全員であります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付していると

おりであります。また、職の都合により、一部異動がある場合がありますことを御

了承願います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

以上でございます。 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第２ 議案第７４号 

◇議  長 日程第２ 議案第７４号 網走地方教育研修センター組合規約の変更に

ついてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

田中生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 議案書の１ページでございます。 

「議案第７４号 網走地方教育研修センター組合規約の変更について  

地方自治法第２８６条第１項の規定により、網走地方教育研修センター組合規約

の一部を別紙のとおり変更することについて、議会の議決を求める。平成２８年９

月１２日提出 大空町長 山下英二」 

議案書３ページをお開き願います。網走地方教育研修センター組合規約の一部を

変更する規約でございます。 
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変更内容につきましては、新旧対照表にて御説明いたしますので、議会定例会参

考資料の１ページを御覧願います。 

議案第７４号関係 網走地方教育研修センター組合規約の一部を変更する規約新

旧対照表です。 

網走地方教育研修センター組合は、オホーツク総合振興局管内の市町村が共同し

て行う教職員の研修並びに研修に関する調査研究を実施するため、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第３０条の規定に基づく教育機関としての施設を共同し

て設置し、管理するための一部事務組合です。 

このたびの変更の理由は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正

に伴い、教育委員会制度が変更されましたことから、新教育長の設置及び任期、並

びに文言等の整理をするために変更するものであります。 

変更の内容ですが、表の右側が変更前、左側が変更後の規約となります。 

第１１条第２項中、「教育委員会の委員は、組合市町村の教育委員会の委員のう

ちから」を「教育委員会の教育長及び委員は、組合市町村の教育委員会の教育長及

び委員のうちから」に改め、同条第３項中「第１６条に規定する教育委員会の委員

の解職請求に関する事務等」を「第１４条第２項に規定する事務」に改め、同項を

同条第４項とし、同条第２項の次に、第３項として「前項の教育長及び委員の任期

は、それぞれ当該市町村教育委員会の教育長及び委員の任期による。」を加えるも

のであります。 

附則といたしまして、この規約は北海道知事の許可のあった日から施行するもの

であります。 

以上、提案理由について御説明申し上げましたので、御審議くださいますようよ

ろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７４号 網走地方教育研修センター組合規約の変更についてを採

決します。 
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７４号 網走地方教育研修センター組合規約の変更について

は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第３ 議案第７５号  

◇議  長 日程第３ 議案第７５号 大空町手数料条例の一部を改正する条例制定

についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

山本住民課長。 

 

◇住民課長 「議案第７５号 大空町手数料条例の一部を改正する条例制定について 

このことについて、別紙のとおり提出する。平成２８年９月１２日提出 大空町

長 山下英二」 

議案書の７ページをお開きください。改正する条文でございます。 

改正内容につきましては、配付されております参考資料にて説明を申し上げます

ので、参考資料の３ページをお開き願いたいと思います。 

大空町手数料条例の一部を改正する条例の概要でございます。 

改正の概要につきましては、本町におきます戸籍、住民票、税等に関する諸証明

について、手数料を減免する範囲を明確にし、事務の適正化を図ること目的として

改正を行うものでございます。 

項目としましては、手数料の減免であります。 

関係条例につきましては、第５条第２号、こちらについては削除するものです。 

「公費の援助又は扶助」につきましては、生活保護等の生活困窮に伴う援助の申

請を想定しておりますが、現実的には、当該手続に必要な証明書類は官公署からの

請求となるため、本人請求の必要がないこと、また、他の公共援助を目的とした諸

手当等の申請用の証明書も含まれるというような誤解を招く曖昧な表現であります

ことから、住民対応の際に住民へ不信感を与える可能性もあることから削除するも

のでございます。 

続きまして、第５条第６号です。 

児童手当の申請に添付する所得証明につきましては、該当する全ての受給者が対

象となり、必要となる証明であり、同意に基づく照会で済む受給者が無料であるこ

ととの整合性を図るため無料とするものであります。 

続きまして第５条第１５号です。 

規則で定めておりました減免事項を削除し、条例で改めて定めるものであります。 
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登記所からの評価証明交付依頼書による登記申請人からの依頼があったときに、

無料で固定資産評価証明書を登記所宛てに交付しているものであります。 

三つの条項につきましては、いずれも施行期日は、公布の日から施行することと

しています。 

続きまして新旧対照表を説明しますので、４ページをお開きください。 

右側は、改正前の条例であります。 

右の第５条の第２号、公費の援助また扶助を受けるために必要なものについて、

請求があったときにつきましては、左のように削除します。 

各３号から６号につきましては繰り上げしまして、左側の（６）児童手当法によ

る所得証明を新たに追加するものです。 

また、１５号にあります登記所の交付依頼による固定資産評価証明書を新たに追

加するものであります。 

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するというものです。 

以上、御説明申し上げましたので、よろしく御審議くださいますようお願いいた

します。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７５号 大空町手数料条例の一部を改正する条例制定についてを

採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７５号 大空町手数料条例の一部を改正する条例制定につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第４ 議案第７６号 

◇議  長 日程第４ 議案第７６号 大空町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正す
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る条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

山本住民課長。 

 

◇住民課長 議案書９ページでございます。 

「議案第７６号 大空町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例制定につい

て 

このことについて、別紙のとおり提出する。平成２８年９月１２日提出 大空町

長 山下英二」 

１１ページをお開きください。こちらにつきましては、改正条文を載せてござい

ます。 

改正概要につきましては、配付されております参考資料で説明いたしますので、

参考資料の５ページをお開き願いたいと思います。大空町特定公共賃貸住宅条例の

一部改正につきまして、概要といたしましては女満別地区の中所得者向け住宅であ

ります特定公共賃貸住宅、しらかば第２団地につきましては、平成２８年で３６戸

中、現在８戸が空室になっております。入居促進対策としまして、これまでは単身

者の入居を認めておりませんでしたけども、単身者入居を可能とするように、入居

条件を緩和することをしたいということでございます。 

こちらの新旧対照表でございますが、右にありますとおり下のアンダーラインで

あります「該当する者」というものを、左側のように「ただし、しらかば第２団地

の２ＬＤＫの住宅については、単身者の入居可能とする。」ということでございま

す。 

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行したいと考えております。 

以上、改正内容につきまして説明いたしましたので、よろしく御審議くださいま

すようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
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これから議案第７６号 大空町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例制定

についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７６号 大空町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例

制定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第５ 議案第７７号 

◇議  長 日程第５ 議案第７７号 大空町古梅ダム維持管理事業分担金徴収条例

制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

中村産業課参事。 

 

◇産業課参事 「議案第７７号 大空町古梅ダム維持管理事業分担金徴収条例につい

て  

このことについて、別紙のとおり提出する。平成２８年９月１２日提出 大空町

長 山下英二」 

１５ページをお開き願います。古梅ダム維持管理事業分担金徴収条例につきまして

は、古梅ダム維持管理事業として平成１４年４月、土地改良事業施工の同意を知事

からもらい、知事から受けた土地改良法第９６条に基づき行う土地改良事業という

ことで、大空町土地改良事業分担金徴収条例により、土地改良法第９６条の４項に

基づき分担金を徴収しております。 

しかし、大空町土地改良事業分担金徴収条例では、国営、道営、団体営の農業農

村整備事業を実施した場合の分担金並びに特別徴収金の徴収を目的としております。 

維持管理事業に係る分担金は、一定の管理経費に対し分担金を賦課することから、

賦課単価及び賦課区域など徴収根拠を明確にすることが望ましいと考え、新たに分

担金徴収条例を制定するものでございます。 

大空町古梅ダム維持管理事業分担金徴収条例は、新規条例でございますので、条

例を読み上げて御説明を申し上げます。 

（目的）第１条 この条例は、土地改良法第９６条の２第１項の規定により、町

が施行する畑地かんがい施設に係る古梅ダムの基幹水利施設管理事業（以下「事

業」という。）に要する費用の一部に充てるため、地方自治法第２２４条の規定に

基づき、受益者から分担金を徴収することに関し、必要な事項を定めるものとする。 

（受益者）第２条 この条例において「受益者」とは、事業の施行に係る地域で

畑地かんがい施設によって利益を受ける農地の土地所有者をいう。ただし、賃貸借
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による権利の目的となっている農地については、貸借人と当該土地所有者と協議し

て、当該農地に係る分担金の徴収を受ける者を定めた場合には、その者を受益者と

することができる。 

第２項 受益者に変更があったときは、従前の受益者の地位を承継するものとす

る。 

（分担金の額）第３条 受益者分担金の額は、毎年度別表により算定した金額と

する。 

（分担金の賦課及び徴収）第４条 町長は分担金を賦課したときは、遅滞なくそ

の額及び納入期限を受益者に通知し、当該分担金を徴収しなければならない。 

（分担金の減免等）第５条 町長は、受益者が災害その他やむを得ない事情によ

って分担金を納入することができないと認めたときは、その申し出により納入期限

を変更し、又はその一部又は全部を減免し、若しくはその徴収を猶予することがで

きる。 

（過料）第６条 偽りその他不正な行為により分担金の徴収を免れた者は、その

徴収を免れた金額の５倍に相当する金額（当該５倍に相当する金額が５万円を超え

ないときは、５万円とする。））以下の過料に処する。 

（委任）７条 この条例に定めるもののほか、分担金の徴収に関し必要な事項は、

町長が別に定める。 

附則 この条例は公布の日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。 

別表（第３条関係）利用区分 古梅ダム維持管理事業分担金、面積割（年間）１

０アール当たり５００円。 

分担金の見直しについて検討いたしましたが、平成３０年度以降、老朽化した古

梅ダムの施設を基幹水利施設管理事業により、年間１，２００万円程度実施する計

画をしております。そのときの大空町の負担額は、年間３百万円程度の増額となる

ことから、分担金は、現行のとおりといたしました。 

備考 １面積割は、国営女満別土地改良事業に係る水利使用許可における畑地か

んがい受益面積（１０アール未満の端数は切り捨てるものとする。以下「受益面

積」という。）に対し、上記により算定した合計額とする。 

２受益面積に減少が生じた場合は、減少した面積に減歩率０.８８３を乗算した面

積を受益面積から減じた面積で算出する。 

以上、提案理由の御説明とさせていただきますので、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７７号 大空町古梅ダム維持管理事業分担金徴収条例制定につい

てを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７７号 大空町古梅ダム維持管理事業分担金徴収条例制定に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第６ 議案第７８号 

◇議  長 日程第６ 議案第７８号 大空町本郷排水機場維持管理事業分担金徴収

条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

中村産業課参事。 

 

◇産業課参事 議案書の１７ページでございます。 

「議案第７８号 大空町本郷排水機場維持管理事業分担金徴収条例について 

このことについて、別紙のとおり提出する。平成２８年９月１２日提出 大空町

長 山下英二」 

１９ページをお開き願います。本郷排水機場維持管理事業分担金徴収につきまし

ては、本郷排水機場維持管理事業として平成１４年４月、土地改良事業施行の同意

を知事から受けた土地改良法第９６条に基づき行う土地改良事業ということで、大

空町土地改良事業分担金徴収条例により、土地改良法第９６条の４に基づき分担金

を徴収しております。 

しかし、大空町土地改良事業分担金徴収条例は、国営、道営、団体営の農業農村

整備事業を実施した場合の分担金並びに特別徴収金の徴収を目的としております。

維持管理事業に係る分担金は、一定の管理経費に対して分担金を賦課することから、

賦課単価及び賦課区域など徴収根拠を明確にすることが望ましいと考え、新たに分

担金徴収条例を制定するものでございます。 

大空町本郷排水機場維持管理事業分担金徴収条例は、新規条例でございますので、
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条例を読み上げ、御説明申し上げます。 

（目的）第１条 この条例は、土地改良法第９６条の２第１項の規定により、町

が施行する本郷排水機場に係る基幹水利施設管理事業（以下「事業」という。）に

要する費用の一部に充てるため、地方自治法第２２４条の規定に基づき受益者から

分担金を徴収することに関し、必要な事項を定めるものとする。 

（受益者）第２条 この条例において「受益者」とは、事業の施行に係る地域の

うち大空町女満別本郷の区域にある農地の土地所有者をいう。ただし、賃貸借によ

る権利の目的となっている農地については、貸借人と当該土地所有者と協議して、

当該農地に係る分担金の徴収を受ける者を定めた場合には、その者を受益者とする

ことができる。 

第２項 受益者に変更があったときは、従前の受益者の地位を承継するものとす

る。 

（分担金の額）第３条 受益者の分担金の額は、毎年度別表により算出した金額

とする。 

（分担金の賦課及び徴収）第４条 町長は、分担金を賦課したときは、遅滞なく

その額及び導入期限を受益者に通知し、当該分担金を徴収しなければならない。 

（分担金の減免等）第５条 町長は、受益者が災害その他やむを得ない事情によ

って分担金を納入することができないと認めたときは、その申し出により納入期限

を変更し、又その一部又は全部を減免し、若しくはその徴収を猶予することができ

る。 

（過料）第６条 偽りその他不正な行為により分担金の徴収を免れた者は、その

徴収を免れた金額の５倍に相当する金額（当該５倍に相当する金額が５万円を超え

ないときは、５万円とする。）以下の過料に処する。 

（委任）第７条 この条例に定めるもののほか、分担金の徴収に関し必要な事項

は、町長が別に定める。 

附則 この条例は、公布の日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。 

別表（第３条関係）地域の区分 上区、対象範囲 本郷地番で美幌町境界から１

５線までの区域、分担金の額 １０アール当たり１８０円。 

区域の区分 中区、対象範囲 本郷地番で１５線から１３線半までの区域、分担

金 １０アール当たり２４０円。 

区域区分 下区、対象範囲 本郷地番で１３線半から網走湖までの区域、分担金

の額 １０アール当たり３００円。 

分担金の額につきましては、本郷排水機場維持管理費から基幹水利施設管理事業

補助金、太陽光売電収入、美幌町負担金を引いた大空町負担額のうち２０％を大空

町が負担、８０％受益者分担金による負担として算定いたしました。 

分担金の額の設定につきましては、現在までの分担金の定め方を踏襲、参考にし
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て、排水機場の恩恵を受けます下区を基準として設定しております。 

下区の分担金は、１０アール当たり３００円、中区につきましては、下区の２割

減額した１０アール当たり２４０円、上区につきましては、下区の４割減額した１

０アール当たり１８０円と定めました。 

備考 １ 面積割は、農地基本台帳による農用地面積（１０アール未満の端数は

切り捨てるものとする。）に対し、上記の区分ごとに算定した合計額とする。 

２ 農地基本台帳による農用地面積の地番内に農業用施設等の非農地部分がある

ときは、航空写真の面積測定システムで適正な農用地面積を算定するものとする。 

以上、提案理由の説明とさせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７８号 大空町本郷排水機場維持管理事業分担金徴収条例制定に

ついてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７８号 大空町本郷排水機場維持管理事業分担金徴収条例制

定については、原案のとおり可決されました。 

  

    ◎日程第７ 議案第７９号 

◇議  長 日程第７ 議案第７９号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第４

号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の２１ページになります。 

「議案第７９号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第４号） 
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平成２８年度大空町一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８，

７７０万２，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１０４億８，６５

７万２，０００円とする。 

第２項 歳入歳出予算款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表 歳入歳出予算補正による。 

（地方債の補正）第２条 地方債の追加は、第２表地方債補正による。 

平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

２３ページをお開き願います。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

１款 町税に５，２１７万８，０００円を追加、１４款 国庫支出金に５，８５

９万９，０００円を追加、１７款 寄附金に２１０万円を追加、１８款 繰入金か

ら１，０２３万８，０００円を減額、２０款 諸収入に２，４９６万３，０００円

を追加、２１款 町債に６，０１０万円を追加、歳入合計は、１億８，７７０万２，

０００円を追加し、１０４億８，６５７万２，０００円とするものです。 

２４ページをお開き願います。歳出です。 

２款 総務費に７０万１，０００円を追加、３款 民生費に１，６１０万７，０

００円を追加、４款 衛生費に３７４万７，０００円を追加、６款 農林水産業費

に３６万２，０００円を追加、７款 商工費に１２万円を追加、８款 土木費に３

０７万９，０００円を追加、９款 消防費に６０万９，０００円を追加、１０款 

教育費に１，７３１万７，０００円を追加、１１款 災害復旧費に１億４，２４０

万円を追加、１３款 職員給与費に３２６万円を追加、歳出合計は、１億８，７７

０万２，０００円を追加し、歳入合計と同額とするものであります。 

２５ページになります。第２表 地方債補正、１追加です。 

２８年発生災害公共土木施設復旧事業債は、台風７号、１１号により被害を受け

た道路、河川の災害復旧事業の実施に伴う財源として地方債を借り入れるため限度

額６，０１０万円を追加するものであります。 

今回、災害復旧費に係る補正予算の財源として５，７３０万円、８月２５日の臨

時会でお認めをいただきました道路、橋梁及び河川にかかわる災害復旧費のうち、

測量設計委託料２８０万円についても、地方債が対象となることから、合わせて６，

０１０万円を追加するものであります。 

起債の方法、利率、償還の方法は、記載のとおりであります。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明ですが、歳出から行いますので、３

２ページ、３３ページをお開き願います。 

２款１項７目 ふるさと応援寄附金事業の１４節 公金支払代理納付システム使

用料に１７万３，０００円、サイト掲載使用料に５２万８，０００円を追加してい

ます。 
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現在はインターネット上で、１社のサイトを利用し、ふるさと応援寄附金を受け

付けていますが、他の自治体の事例を参考に新たなサイトも活用し、寄附の増額を

図るため、使用料を追加するものであります。 

３款１項１目 地域福祉・医療基金管理費の２５節 積立金に１００万円を追加

しています。福祉に役立ててほしいと寄附のあった１件について積み立てるもので

あります。 

２目 老人福祉一般事務費の１３節 介護基盤充実・強化支援業務委託料に１２

５万３，０００円を追加しています。介護保険制度を取り巻く環境は、今後も厳し

さを増す中で、介護保険サービス利用者の利益保護、社会福祉の推進をするために

は、町内における介護保険事業の中核を担っている東藻琴、女満別両福祉会と町が

介護基盤の充実強化について。協議、検討を行う必要があることから、業務の委託

を追加するものであります。 

同じく、介護保険事業特別会計繰出金の２５節 介護保険事業勘定特別会計繰出

金に２９４万９，０００円を追加しています。２９年度から始まる介護予防日常生

活支援総合事業の実施に伴う介護保険システム改修に係る繰出金であります。 

３項 障害者総合支援事業の２３節 前年度障害者補装具費負担金返還金９４万

８，０００円、前年度障害者自立支援給付費負担金返還金に８５７万２，０００円、

前年度障害児施設給付費等負担金返還金に２万２，０００円、前年度障害者自立支

援医療給付費負担金返還金に２８万円を追加しております。平成２７年度事業の精

算により国及び北海道への返還分を追加するものであります。 

２項２目 広域入所事業の２３節 前年度広域入所事業負担金返還金に１万円、

同じく３目 豊住保育園管理運営費の２３節 前年度特例保育給付負担金返還金に

５６万１，０００円。東藻琴保育園管理運営費の２３節 前年度特例保育給付負担

金返還金に４２万８，０００円、同じく４目 児童センター・児童クラブ等管理運

営費の２３節 前年度子育て支援交付金返還金に８万４，０００円を追加していま

す。それぞれ平成２７年度事業の精算により国、北海道への返還分を追加するもの

であります。 

４款１項２目 各種疾病予防対策事業の１３節 予防接種委託料に３０万９，０

００円を追加しています。現在、任意接種となっていますＢ型肝炎の予防接種が、

生後１歳までの乳児は、１０月１日から定期接種に変わることから追加するもので

あります。 

３４ページ、３５ページをお開き願います。 

３目 簡易水道事業特別会計繰出金の２８節 繰出金から４３７万１，０００円。 

同じく、個別排水処理事業特別会計繰出金の２８節 繰出金から６９万３，００

０円を減額しています。繰越金の計上等に伴い減額となるものであります。 

２項１目 一般廃棄物最終処分場管理運営費の１２節 自動車保険料に１万２，
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０００円、自動車点検料に８万１，０００円を追加、１４節 重機借上料から３０

８万１，０００円を減額、１８節 タイヤショベルに５８０万４，０００円を追加

しています。現行の予算では、１２月から３月までの期間、タイヤショベルを借り

上げることとしておりましたが、中古のタイヤショベルを購入し対処したいため、

購入費用、保険料、点検料を追加し、タイヤショベルの借り上げ料を減額するもの

であります。 

２目 網走し尿処理施設負担金の１９節 負担金から１０３万４，０００円を減

額しております。２８年度に予定しておりました施設の屋根修繕を取りやめたため

１０６万１，０００円を減額、２７年度の精算に伴い、２万７，０００円が増額と

なり、差し引き１０３万４，０００円が減額となるものであります。 

同じく、合併処理浄化槽設置整備事業の１９節 補助金に６７２万円を追加して

います。当初は浄化槽５基分の補助金を見込んでおりましたが、設置要望の件数が

増えていることから、６基分を追加するものであります。 

６款１項５目 農業用施設維持補修事業の１３節 本郷地区農業用排水路用地測

量委託料に３４万円、１７節 用地買収費に２万２，０００円を追加しています。

本郷地区の排水路整備に伴い、用地の取得が必要となることから、用地測量委託料

及び用地買収費を追加するものであります。 

７款１項１目 商工業振興一般事務費の１８節 かき氷機に１２万円を追加して

います。産業の振興に１０万円の寄附があったことから、地場産品を材料としたか

き氷をつくり、産業の振興を図るため備品を購入するものであります。 

８款１項１目 道路台帳補正事業の１３節 委託料１００万円を追加しています。 

町道整備に伴う区域の変更及び橋梁の整備により台帳の補正事務が必要となるこ

とから追加するものであります。 

３６ページ、３７ページをお開き願います。 

２項２目 町道維持補修事業の１５節 町道維持補修工事に１００万円を追加し

ています。交通事故が多発する大成地区の交差点付近では、幾つかの標識が設置さ

れており、車の走行位置によっては、止まれの標識が見づらくなることから、町で

設置しています大型の道路案内標識を移設し、また、路面警戒表示を行い、事故発

生の軽減を図るため追加するものであります。 

４項１目 下水道事業特別会計繰出金の２８節 繰出金に６７万９，０００円を

追加しています。消費税及び地方消費税の確定に伴い、見込みより増額となること

から追加するものであります。 

７項１目 空港対策費の９節 普通旅費に４０万円を追加しています。道内空港

の一括民営化に係わります協議会、会議等への出席が増えており、予算に不足が生

じることから追加するものであります。 

９款１項５目 災害対策事務費の１１節 消耗品に９万２，０００円、燃料費に
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１１万２，０００円、食糧費に３万９，０００円、１４節 機械借上料に３６万６，

０００円を追加しています。今後、本格的な災害の時期を迎えることから、８月の

台風災害に伴い必要な支出負担行為をしているため、予算に不足が生じないよう使

用した分について追加するものであります。 

１０款１項２目 子ども未来づくり教育基金積立金の２５節 積立金に１００万

円を追加しています。未来を担う子どもたちに役立ててほしいと寄附のあった１件

について積み立てるものであります。 

３項１目 女満別中学校管理費の１１節 修繕料に４１万１，０００円を追加し

ています。８月の台風の際、教室内にて雨漏りがあったことから、修繕するため追

加するものであります。 

７項１目 体育振興補助金の１９節 補助金に８１万６，０００円を追加してい

ます。町民が全国、全道大会へ参加する経費の一部を助成していますが、本年度は

全国、全道大会への参加が増えていることから、不足分について追加するものであ

ります。 

２目 体育施設費一般管理費の１４節 重機借上料に１０万円を追加しています。 

東藻琴野球場の敷地にある排水路が土砂で埋まり排水機能が低下していることか

ら、土砂上げをするため追加するものであります。 

同じく、大空町Ｂ＆Ｇ海洋センター管理費の１５節 駐車場整備工事に１，４９

９万円を追加しています。駐車場の拡大を図り、駐車可能スペースを確保し、施設

利用者の利便を図るため追加するものであります。 

３８ページ、３９ページをお開き願います。 

１１款１項１目 ２８年発生災害農業用施設復旧費の１５節 町営牧野復旧工事

に２１０万円を追加しています。台風災害により、牧野内道路崩落、草地崩落の被

害を受けた３カ所について復旧するため追加するものであります。なお、復旧工事

に係わります箇所につきましては、議会参考資料の７ページに掲載してございます

ので、御参照いただければと思います。 

２目 ２８年発生災害林業用施設復旧費の１５節 林道復旧工事に３１０万円を

追加しています。台風災害により路盤洗掘、排水溝洗掘の被害を受けた４カ所につ

いて復旧するため追加するものであります。復旧工事に係わります箇所につきまし

ては、議会参考資料の９ページに掲載しておりますので、御参照いただければと思

います。 

２項１目 ２８年発生災害道路橋梁復旧費の１３節 道路災害測量設計委託料に

３００万円、１５節 道路橋梁復旧工事に７，４２０万円を追加しています。台風

災害により法面洗掘や路肩決壊、法面崩壊等の被害を受けた道路、橋梁９９カ所に

係わる復旧工事と必要な測量設計委託料を追加するものであります。 

２目 ２８年発生災害河川復旧費の１５節 河川復旧工事に６，０００万円を追
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加しています。台風災害により河道洗掘等の被害を受けた河川２７カ所に係わる復

旧工事を追加するものであります。なお、先ほどの２８年発生災害道路、橋梁復旧

工事及び河川復旧工事に係わります箇所につきましては、議会参考資料の１１ペー

ジに掲載しておりますので、御参照いただければと思います。 

１３款１項１目 職員給与費の２節 一般職給に１５６万５，０００円、３節 

一般職手当に総額９６万６，０００円、４節 地方公務員共済組合負担金に３９万

３，０００円、１９節 職員退職手当組合負担金に３３万６，０００円を追加して

います。２名の職員が３月３１日付けて退職したことから、１名分の新規職員を見

込んでおりましたが、８月１日付けで２名を採用したため、１名分について追加す

るものであります。 

続きまして、歳入の説明をしますので、３０、３１ページをお開き願います。 

１款１項１目１節 町民税、個人の現年度課税分で所得割額に３，６９４万３，

０００円を追加しています。主に農業所得が見込みより増加していることから増額

となるものであります。 

２項１目１節 固定資産税の現年度課税分で償却資産に１，２６５万７，０００

円を追加しております。資産の新規取得及び航空機に係わる国、北海道の配分が見

込みより増加していることから増額となるものであります。 

３項１目１節 軽自動車税の現年度課税分で、軽自動車等に２５７万８，０００

円を追加しています。２７年度の税制改正により、新車新規登録から１３年を経過

した環境負荷の大きい三輪及び四輪の軽自動車については、２８年度から重課税と

なりますが、当初予算では、対象となる台数が見込めなかったことから、旧税額で

計上しておりました。このたび賦課により台数が確定したことから増額となるもの

であります。 

１４款１項３目１節に公共土木施設災害復旧事業費負担金５，７６０万円を追加

しています。国の補助を受けて実施する道路３路線、河川３河川に係る国の負担金

であります。 

２項３目２節 合併処理浄化槽設置整備事業補助金に９９万円を追加しています。 

合併処理浄化槽の設置に対する補助金を増額するため、国の補助金も増額となる

ものであります。 

１７款１項１目１節 一般寄附金に２１０万円を追加しています。３件、２１０

万円の寄附をいただいたものであります。 

１８款１項５目１節 地域振興基金繰入金から１，０２３万８，０００円を減額

しています。財源調整の結果、基金繰入れを取りやめたことから減額するものであ

ります。 

２０款４項１１目１節 前年度障害児施設給付費等負担金精算金に３万６，００

０円を追加しています。前年度事業の確定により精算金として、国負担分が収入と
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なるものであります。 

同じく備荒資金組合災害支消金に２，４７０万円を追加しています。災害復旧事

業の財源として備荒資金を活用するもので、今回の歳出補正分として２，７５０万

円、第２表地方債補正で説明しましたが、臨時会でお認めいただきました測量設計

委託料分について、地方債に財源を変更しますので、２８０万円が減額となり、差

し引き２，４７０万円を追加するものであります。 

同じく、過年度古梅ダム維持管理事業分担金に１６万９，０００円を追加してい

ます。古梅ダムの維持管理に係わる分担金の徴収事務において、対象面積の確認を

怠り未徴収となっていた１名１６万９，６６４円について関係者との調整を終えた

ことから、収入となる１６万９，０００円を追加するものであります。 

同じく過年度本郷排水機場維持管理事業分担金に５万８，０００円を追加してい

ます。本郷排水機場維持管理に係る分担金の徴収事務において対象面積の確認を怠

り、未徴収となっていた１４名、５万８，７６０円について関係者との調整を終え

たことから、収入となるを５万８，０００円を追加するものであります。 

２１款の町債につきましては、第２表で説明したとおりでございますので、説明

を省略させていただきます。 

以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたので、御審議くださいま

すようよろしくお願いします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

５番 品田議員。 

 

◇品田議員 一般質問で質問させていただいた経緯がありますので、教えてもらいた

いと思います。 

３３ページ、ふるさと応援寄附金事業、新しいポータルサイト楽天とのおつき合

いをして広く寄附金を求めるものだというふうには理解しておりますけども、過日

の総務厚生委員会に提出されたものを見ますと、かなりの件数、額ともに、急落し

ているというふうな感じ、８月１５日のですね、そんな感じをしているわけでござ

いますけども、ポータルサイトのみの問題なのか。もっと違うところにも原因があ

るのか。その辺どのような考えか。 

 

◇議  長 住民課長。 

 

◇住民課長 今の質問につきましてお答えしたいと思います。 

現在、本町ではふるさとチョイスというインターネットサイトに掲載しておりま
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すが、こちらのサイトにつきましては、全国で９５０の自治体が参加をしています。 

それと、本町でも今年度３月から特産品につきましては、公募しまして、増加を

していますが、これはうちの町だけではなく参加している自治体どこでも新たな産

品を増加しているということで、すごく品数も増えて、非常に探しにくくなってい

るということがございました。 

たまたまほかのところを調べている中では、楽天のところに、新たに参加してい

るという自治体がありまして、それにつきましては、楽天についてはまだ参加して

いるところが７７自治体ということで少ないという、ただ楽天につきましては、ふ

るさとチョイス、ふるさと応援寄附金の事業につきましては後発でありまして、参

加数が少ないですけども、楽天自体が非常に全国的にいろんな顧客を持っていると

いうことがありますので、他の自治体については、この楽天を採用したことによっ

て増加をしているという傾向もございました。ぜひ、うちの町のそういう楽天さん

の顧客の多いところに、参加をさせていただいて、伸ばして行きたいと考えていま

す。 

また昨年度から比べますと、半分ぐらいの件数、金額も苦戦をしているわけなん

ですが、これについてもやはり、うちの自治体だけではなくほかの自治体も、先ほ

ど申したとおり、非常にさまざまな特典が増えたということで、なかなか探しずら

くなってきているということがありますので、今回、うちとしましても、他の事例

を参考にさせていただいて、新たな活路を見出したいということで、今回楽天への

参加をしたいということでございます。 

 

◇議  長 ５番 品田議員。 

 

◇品田議員 課長の説明を聞けば、過剰な競合が主な理由だというふうに考えている

んだけど、果たしてそれだけなのかなという感じも、ちょっとしないわけではない

んですね。だから、寄附者側の意向は、なかなかわかりませんけれども、たまたま

災害がここのところ多くあります。災害地への寄附行為というものが、異常という

言葉は合いませんけれども、極端にスライドして行ってるのかなという感じもしな

いわけなんですけど、その辺、情報としては、持ってないでしょうか。 

 

◇議  長 住民課長。 

 

◇住民課長 今、品田議員がおっしゃったとおりで、今、ふるさとチョイスのところ

につきましては、昨年の熊本の地震だとか、今回の大きな台風災害につきましても、

新たに災害に対するふるさと応援寄附金というのが掲載されております。どうして

もこういう今、旬な状態というか、危機的な状態につきましては、そのサイトの上
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部の方に掲載をされるものですから、その辺につきましては、ふるさとチョイスに

ついても数百億円の寄附がそちらに行っているということがございます。 

そんな中で、今年は災害部分についても大きな痛手がありますので、やはり納税

される方については、そういうところに参加されてるということもありまして、日

本全国の状態としましても、新たなその災害の方にかなり金額が流れているという

状況がございます。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第７９号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第４号）を採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７９号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第４号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

◇議  長 ここで１０分間休憩します。 

 

   （休憩 午前１０時５７分） 

（再開 午前１１時０７分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  

    ◎日程第８ 議案第８０号  

◇議  長 日程第８ 議案第８０号 平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第３号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

南部福祉課長。 
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◇福祉課長 議案書４５ページでございます。 

「議案第８０号 平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号） 

平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定め

るところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３６万

３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１３億５，９９０万８，０

００円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

４７ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算補正、歳入です。 

５款 道支出金に１１万３，０００円を追加、８款 繰入金に２５万円を追加し

まして、歳入合計は、３６万３，０００円追加し、１３億５，９９０万８，０００

円とするものです。 

４８ページ、歳出です。 

１款 総務費に１１万３，０００円を追加、１０款 諸支出金に２５万円を追加

しまして、歳出合計は、３６万３，０００円を追加し、歳入合計と同額にするもの

です。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より説明いた

しますので、５４、５５ページをお開き願います。 

１款１項１目 総務一般事務費、９節 旅費に１０万５，０００円、１４節 高

速道路通行料に８，０００円の追加です。 

国民健康保険法の一部改正において、平成３０年度から国民健康保険財政運営の

責任主体が市町村から都道府県へ移行することに伴う制度改正、及び事務処理シス

テム等説明会に要する費用の追加です。 

１０款１項１目２３節 一般被保険者保険税還付金及び還付加算金に２５万円の

追加です。年度を越えた資格の異動修正及び所得の更正により課税額が変更となり、

還付する額が見込みを上回ったため増額するものでございます。 

続きまして、歳入の説明を申し上げますので、５２、５３ページをお開き願いま

す。 

５款２項１目１節 特別調整交付金に１１万３，０００円の追加です。歳出で説

明しました制度改正及び事務処理システム等説明会の旅費等が北海道から交付され

るため追加するものでございます。 

８款２項１目１節 国民健康保険基金繰入金に２５万円の追加です。今回の補正
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財源として繰り入れるものでございます。 

以上、補正予算内容について御説明申し上げました。よろしく御審議くださいま

すようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８０号 平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８０号 平成２８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第９ 議案第８１号 

◇議  長 日程第９ 議案第８１号 平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

松川福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 「議案第８１号 平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正

予算（第２号） 

平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２９５万

９，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７億７，０５３万３，００

０円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入
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歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

５９ページをお開きください。第１表歳入歳出予算補正、歳入です。 

７款 繰入金に２９５万９，０００円を追加しまして、歳入合計を７億７，０５

３万３，０００円とするものです。 

６０ページ、歳出です。１款 総務費に２９４万９，０００円を追加、５款 諸

支出金に１万円を追加しまして、歳出合計は、２９５万９，０００円を追加し、歳

入合計と同額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より御説明い

たしますので、６６、６７ページをお開きください。 

１款１項１目１３節 介護保険システム改修委託料２９４万９，０００円の追加

です。平成２９年４月から介護予防日常生活支援総合事業が開始され、要支援１、

２における予防給付のうち、訪問介護、通所介護を市町村の実情に応じた取り組み

ができる介護保険制度の地域支援事業に移行させるためのシステム改修に要する経

費を追加するものです。 

５款１項１目２３節 第１号被保険者保険料還付金及び還付加算金として１万円

の追加です。介護保険の第１号被保険者による過年度、平成２７年度の所得更正が

行われたことに伴う還付金です。 

続きまして、歳入の説明をしますので、６４、６５ページをお開きください。 

７款１項１目１節 介護給付費繰入金に２９４万９，０００円の追加です。歳出

でも説明申し上げたとおり、介護保険システム改修に要する経費として追加するも

のです。 

２項１目１節 介護保険基金繰入金に１万円の追加です。今回の補正の財源調整

のため繰入額を追加するものです。 

以上、補正予算の内容について御説明申し上げました。よろしく御審議ください

ますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 
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これで討論を終わります。 

これから議案第８１号 平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８１号 平成２８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正

予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１０ 議案第８２号 

◇議  長 日程第１０ 議案第８２号 平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

佐薙建設課長。 

 

◇建設課長 議案書６９ページになります。 

「議案第８２号 平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定める 

ところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２０９ 

万６，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億５，２７４万６，０ 

００円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入 

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

議案書７１ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

２款 繰入金から４３７万１，０００円を減額、３款 繰越金に６４６万７，０

００円を追加し、歳入合計では２０９万６，０００円を追加し、３億５，２７４万

６，０００円とするものです。 

７２ページ、歳出です。 

１款 総務費に２０９万６，０００円を追加、歳出合計では２０９万６，０００

円を追加し、歳入合計と同額とするものです。 

続きまして、７３ページから歳入歳出補正予算事項別明細書ですが、歳出から説

明をさせていただきます。７８、７９ページをお開きください。 

１款１項１目２７節 消費税及び地方消費税に２０９万６，０００円を追加して

おります。平成２７年度分消費税が確定し、不足することから追加となるものです。 
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続きまして、歳入の説明をいたします。７６、７７ページでございます。 

２款１項１目１節 一般会計繰入金から４３７万１，０００円を減額しておりま

す。今回の補正の財源調整のため減額となるものでございます。 

３款１項１目１節 前年度繰越金に６４６万７，０００円を追加しております。

平成２７年度事業完了により繰越金が確定したことから追加となるものです。 

以上、補正予算について御説明申し上げました。よろしく御審議賜りますようお

願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８２号 平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第

１号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８２号 平成２８年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１１ 議案第８３号 

◇議  長 日程第１１ 議案第８３号 平成２８年度大空町下水道事業特別会計補

正予算（第２号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

佐薙建設課長。 

 

◇建設課長 議案書８１ページになります。 

「議案第８３号 平成２８年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

平成２８年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 
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（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６７万

９，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億９，５１４万４，００

０円とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正、補正による。 

平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

議案書８３ページになります。第１表歳入歳出予算補正、歳入です。 

５款 繰入金に６７万９，０００円を追加、歳入合計では６７万９，０００円を

追加し、３億９，５１４万４，０００円とするものです。 

続きまして８４ページ、歳出です。 

１款 総務費に６７万９，０００円を追加、歳出合計では６７万９，０００円を

追加し、歳入合計と同額とするものです。 

続きまして８５ページから歳入歳出予算補正予算事項別明細書ですが、まず歳出

から説明をさせていただきます。９０、９１ページをお開きください。 

１款１項１目２７節 消費税及び地方消費税に６７万９，０００円を追加してお

ります。平成２７年度分消費税が確定し、不足することから追加するものでござい

ます。 

続きまして、歳入の説明をいたします。８８、８９ページでございます。 

５款１項１目１節 一般会計繰入金に６７万９，０００円を追加しております。

今回補正の財源調整のため追加となるものでございます。 

以上、補正予算について御説明申し上げました。よろしく御審議賜りますようお

願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８３号 平成２８年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第２

号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８３号 平成２８年度大空町下水道事業特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１２ 議案第８４号 

◇議  長 日程第１２ 議案第８４号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

佐薙建設課長。 

 

◇建設課長 議案書９３ページでございます。 

「議案第８４号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１

号） 

平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

（歳入歳出予算の補正）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３７万

１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２，９８６万４，０００円

とする。 

第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

９５ページでございます。第１表 歳入歳出予算補正、歳入です。 

２款 繰入金から６９万３，０００円を減額、３款 繰越金に１０６万４，００

０円を追加、歳入合計では、３７万１，０００円を追加し、２，９８６万４，００

０円とするものです。 

続きまして、９６ページ、歳出でございます。 

１款 総務費に３７万１，０００円を追加、歳出合計では３７万１，０００円を

追加し、歳入合計と同額とするものです。 

続きまして、歳入歳出補正予算事項別明細書ですが、歳出から説明をさせていた

だきます。議案書１０２、１０３ページでございます。 

１款１項１目１１節 修繕料に４０万円を追加しております。個別排水処理事業

では、１９７基の浄化槽を管理しておりますが、今年度に入りまして、浄化槽内部

の濾材の修繕が必要な浄化槽が見つかり予算の不足が見込まれることから追加する

ものでございます。 

２７節 消費税及び地方消費税から２万９，０００円を減額しております。平成
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２７年度分消費税が、確定したことから減額となるものでございます。 

続きまして、歳入の説明をいたします。議案書１００ページ、１０１ページでご

ざいます。 

２款１項１目１節 一般会計繰入金から６９万３，０００円を減額しております。

今回補正予算の財源調整のため減額となるものでございます。 

３款１項１目１節 前年度繰越金に１０６万４，０００円を追加しております。

平成２７年度からの繰越金が確定したことから追加するものであります。 

以上、補正予算の内容について説明を申し上げました。よろしく御審議賜ります

ようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

(「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８４号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算

（第１号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８４号 平成２８年度大空町個別排水処理事業特別会計補正

予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１３ 認定第１号から日程第２０ 認定第８号 

◇議  長 日程第１３ 認定第１号 平成２７年度大空町一般会計歳入歳出決算認

定についてから日程第２０ 認定第８号 平成２７年度大空町個別排水処理事業特

別会計歳入歳出決算認定についてまでの８件を一括議題とします。 

本件について、日程の順序により、順次提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の１０５ページになります。説明に当たりましては、平成２７年



27 

 

度大空町各会計歳入歳出決算書も使用しますので、御用意をお願いいたします。 

「認定第１号 平成２７年度大空町一般会計歳入歳出決算認定について 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度大空町一般会計歳入歳

出決算について、別紙のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。平成

２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

平成２７年度大空町各会計歳入歳出決算書の１０ページをお開き願います。 

決算書の実質収支に関する調書の朗読をもって提案理由の説明とさせていただき

ます。 

初めに、一般会計の実質収支に関する調書、１歳入総額８６億２，０３４万４，

０００円、２歳出総額８４億２，１９９万２，０００円、３歳入歳出差引額１億９，

８３５万２，０００円、４翌年度へ繰り越すべき財源 (２)繰越明許費繰越額６，

４７７万円、実質収支額１億３，３５８万２，０００円であります。 

次に、議案書の１０７ページをお開き願います。 

「認定第２号 平成２７年度大空町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度大空町国民健康保険事

業特別会計歳入歳出決算について、別紙のとおり監査委員の意見を付けて、議会の

認定に付する。平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

決算書の１１０ページをお開き願います。 

実質収支に関する調書 １歳入総額１３億８，１４０万４，０００円、２歳出総

額１３億７，８２９万６，０００円、３歳入歳出差引額３１０万８，０００円、５

実質収支額３１０万８，０００円であります。 

次に議案書の１０９ページをお開き願います。 

「認定第３号 平成２７年度大空町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

地方自治法第２３３中２３３条第３項の規定により、平成２７年度大空町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算について、別紙のとおり監査委員の意見を付けて議

会の認定に付する。平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

決算書の１３８ページをお開き願います。 

実質収支に関する調書 １歳入総額１億７２８万４，０００円、２歳出総額１億

７２７万５，０００円、３歳入歳出差引額９，０００円、５実質収支額９，０００

円であります。 

次に議案書の１１１ページをお開き願います。 

「認定第４号 平成２７年度大空町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定

について 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度大空町介護保険事業勘
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定特別会計歳入歳出決算について、別紙のとおり監査委員の意見を付けて議会の認

定に付する。平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

決算書の１５２ページをお開き願います。 

実質収支に関する調書 １歳入総額７億３，４２１万２，０００円、２歳出総額

７億１，５２９万３，０００円、３歳入歳出差引額１，８９１万９，０００円、５

実質収支額１，８９１万９，０００円であります。 

次に議案書の１１３ページをお開き願います。 

「認定第５号 平成２７年度大空町介護サービス事業勘定特別会計歳入歳出決算

認定について地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度大空町介護

サービス事業勘定特別会計歳入歳出決算について別紙のとおり監査委員の意見を付

けて議会の認定に付する。平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

決算書の１７６ページをお開き願います。 

実質収支に関する調書 １歳入総額は、９３４万９，０００円、２歳出総額７７

６万７，０００円 ３歳入歳出差引額１５８万２，０００円、５実質収支額１５８

万２，０００円であります。 

次に議案書の１１５ページをお開き願います。 

「認定第６号 平成２７年度大空町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度大空町簡易水道事業特

別会計歳入歳出決算について、別紙のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に

付する。平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

決算書の１９０ページをお開き願います。 

実質収支に関する調書 １歳入総額３億２，５００万８，０００円、２歳出総額

３億１，８５４万円、３歳入歳出差引額６４６万８，０００円、５実質収支額６４

６万８，０００円であります。 

次に議案書の１１７ページをお開き願います。 

「認定第７号 平成２７年度大空町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度大空町下水道事業特別

会計歳入歳出決算について、別紙のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に付

する。平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

決算書の２０８ページをお開き願います。 

実質収支に関する調書 １歳入総額３億４，６０５万８，０００円、２歳出総額

３億３，９６２万４，０００円、３歳入歳出差引額６４３万４，０００円、５実質

収支額６４３万４，０００円であります。 

次に議案書の１１９ページをお開き願います。 
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「認定第８号 平成２７年度大空町個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度大空町個別排水処理事

業特別会計歳入歳出決算について、別紙のとおり監査委員の意見を付けて、議会の

認定に付する。平成２８年９月１２日提出 大空町長 山下英二」 

決算書の２２６ページをお開き願います。 

実質収支に関する調書 １歳入総額２，８７７万４，０００円、２歳出総額２，

７７０万９，０００円、３歳入歳出差引額１０６万５，０００円、５実質収支額１

０６万５，０００円。 

以上、提案理由の説明とさせていただきますので、御審議くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

 

◇議  長 お諮りします。 

本件については、議長及び議会選出監査委員を除く９人の委員で構成する決算審

査特別委員会を設置し、これに付託して閉会中の継続審査とすることにしたいと思

います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、本件については、議長及び議会選出監査委員を除く９人の委員で構

成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して閉会中の継続審査とすること

に決定しました。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りします。ただいま設置されました決算審査特別委員会の委員の選任につい

ては、委員会条例第７条第３項の規定によって、お手元に配りました名簿のとおり

指名したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、決算審査特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選

任することに決定しました。 

 

◇議  長 ここでしばらく休憩します。 
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 休憩中に決算審査特別委員会を開催し、特別委員長及び副委員長の互選を行ってく

ださい。再開はブザーをもってお知らせします。 

 

（休憩 午前１１時４６分） 

（再開 午前１１時５６分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

この際、諸般の報告を行います。 

休憩中に、先ほど設置されました決算審査特別委員会において、委員長及び副委

員長の互選が行われ、その結果の報告が議長の手元にまいりましたので報告します。 

決算審査特別委員会委員長に松田信行議員、副委員長に齋藤宏司議員。 

以上のとおり互選された旨の報告がありました。 

 

◇議  長 ここで昼食のため休憩します。 

再開は午後１時とします。 

 

（休憩 午前１１時５７分） 

（再開 午後０１時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎日程第２１ 議案第８５号 

◇議  長 日程第２１ 議案第８５号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第

５号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 

 

◇総務課長 定例会追加議案書の１ページになります。 

「議案第８５号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第５号） 

平成２８年度大空町一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正第）第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５０

万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１０４億８，８０７万２，０００円

とする。 

第２項 歳入歳出予算款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。平成２８年９月１３日提出 大

空町長 山下英二」 
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３ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算補正、歳入です。 

１８款 繰入金に１５０万円を追加、歳入合計は１５０万円を追加し、１０４億

８，８０７万２，０００円とするものです。 

４ページをお開き願います。歳出です。 

８款 土木費に１５０万円を追加、歳出合計は１５０万円を追加し、歳入合計と

同額とするものであります。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明ですが、歳出から行いますので、１

０ページ、１１ページをお開き願います。 

８款７項１目 空港対策費の１９節 女満別空港整備利用促進協議会負担金に１

５０万円を追加しています。 

道内空港の民営化に当たり、今後策定される実施方針の内容協議に向け、地元と

して女満別空港の利用状況等の基礎資料の作成や民営化に向けて目指すべき方向な

どの検討が必要となり、女満別空港整備利用促進協議会において業務を委託するた

め、負担金を追加するものであります。 

続きまして、歳入を説明しますので、８ページ、９ページをお開き願います。 

１８款１項１目１節 財政調整基金繰入金に１５０万円を追加しています。今回

の財源調整のため追加するものであります。 

以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたので、御審議くださいま

すようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第８５号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第５号）を採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８５号 平成２８年度大空町一般会計補正予算（第５号）は、

原案のとおり可決されました。 
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    ◎日程第２２ 発議第１１号 

◇議  長 日程第２２ 発議第１１号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策

の充実・強化を求める要望意見書を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

７番 齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 「発議第１１号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強

化を求める要望意見書 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり提

出します。平成２８年９月１３日提出 提案者 大空町議会議員 齋藤宏司、原本

哲己、深川曻、松岡克美、品田好博」の各議員でございます。 

３ページを御覧ください。この要望の内容ですが、森林資源の循環利用による林

業・木材産業の成長産業化を支援するための施策の充実・強化を図ることが必要で

あり、記以降の事項の実現を要望するものであります。記１「森林環境税（仮

称）」などを早期に創設し、森林の整備や木質バイオマスの有効利用など、森林吸

収減対策を推進すること。２森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・木材産業

の振興と山村における雇用の安定化を図るため、森林整備事業及び治山事業の財源

を十分かつ安定的に確保すること。３森林資源の循環利用を通じて林業・木材産業

の成長産業化を実現するため、地域の実用を十分に踏まえ、森林整備から木材の加

工、流通、利用までの一体的な取り組みに対する支援措置を充実・強化すること。 

提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部

科学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣宛て

でございます。 

以上、説明させていただきましたので、よろしく御審議くださいますようお願い

いたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 
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これで討論を終わります。 

これから発議第１１号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実強化を

求める要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１１号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実強

化を求める要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

  ◎日程第２３ 報告第１１号 

◇議  長 日程第２３ 報告第１１号 平成２７年度大空町教育委員会の活動状況

に関する点検評価報告についてを議題とします。 

教育委員会委員長から、平成２７年度大空町教育委員会の活動状況に関する点検

評価報告書の提出がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

田中生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 議会提出議案書５ページの報告第１１号でございます。 

平成２７年度大空町教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告につきまして、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に基づき、議会に

御報告を申し上げます。 

資料につきましては、お手元の別冊、平成２７年度大空町教育委員会の活動状況

に関する点検・評価報告書を御覧願います。 

初めに、大空町教育委員会の活動状況に関する点検評価報告書は、平成１９年６

月の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、同法第２６条第

１項におきまして、教育委員会は、毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に

提出するとともに、公表しなければならないと規定されております。 

教育委員会といたしましては、平成２７年度の教育委員会所管の事務について自

ら点検・評価を行ったところであります。 

さきに開催されました教育委員会会議において決定いたしました大空町教育委員

会の活動状況に関する点検・評価報告書を教育委員長から、町議会議長宛てに提出

し、議会に報告するものであります。 

報告書につきましては、平成２７年度における教育委員会の所管事務、執行状況

の概要をまとめた活動状況と学校教育活動、社会教育活動に係る反省評価をまとめ

て構成しております。 

１ページから第１部教育委員会の活動状況につきまして、教育委員名簿、教育委
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員会会議等の開催状況と付議された案件等を６ページまで掲載、７ページは、教育

委員会関連の条例、規則等の平成２７年度中の制定状況、７ページ下段には、主な

計画等の策定状況を掲載しております。 

平成２８年３月２８日には、大空町いじめ防止基本方針を策定いたしました。 

８ページは教育委員会委員の主な活動状況、９ページは、教育関係機関等の活動

状況、１０ページからは、学校に対する指導助言、指示等の状況を１３ページまで

掲載しております。 

１４ページは、町民に対する情報提供、１５ページから１８ページには、平成２

７年度教育関係予算の最終予算の状況及び主な事業に係る最終予算を掲載しており

ます。 

１９ページからの第２部につきましては、学校教育活動に係る反省評価でござい

ます。 

大空町教育推進計画が平成２１年度からスタートし、その実現を目指すため、計

画内容を具体的に盛り込んだものとして計画の基本目標、基本方向、観点の数字を

記載し、その係わりを示しております。 

平成２７年度の大空町教育推進方針では、四つの基本目標を掲げております。 

１、豊かな学力の定着と自立する生き方を育む教育活動の充実を図る。 

２、豊かな心と健やかな体を育む教育活動の充実を図る。 

３、信頼にこたえる学校づくりを推進する。 

４、地域全体で子どもを守り育てる体制づくりを推進する。でございます。 

括弧書きで示しております数字につきましては、５段階評定尺度に基づき、町立

の幼稚園２園、小学校２校、中学校２校、高校１校が実施したそれぞれの評価点の

平均値を記載しております。 

２４ページからの第３部につきましては、社会教育活動に係る反省・評価でござ

います。 

一つ目の平成２７年度大空町教育推進方針に係る反省・評価でございますが、社

会教育活動につきましては、三つの基本目標を掲げております。 

１、地域全体で子どもを守り育てる環境づくりを推進する。 

２、豊かな学びをつくる生涯学習を推進し、学校、地域と連携した社会教育活動

を展開する。 

３、芸術文化、スポーツ活動を推進する。でございます。 

評価につきましては、５段階評定尺度に基づき、各担当から出された評価点の平

均値を記載しております。 

２７ページからは、社会教育活動の二つ目といたしまして、平成２７年度大空町

社会教育推進計画に係る反省・評価でございます。社会教育事業を五つの事業 

１、生涯学習推進事業 
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２、家庭教育子育て支援事業 

３、青少年健全育成事業 

４、芸術文化振興事業 

５、保健体育振興事業でございます。 

その五つに分類しまして評価を行っております。 

これらの反省・評価をもとに、次年度の事業計画等を立てているところでござい

ます。 

以上、報告書の概要を御説明申し上げ、平成２７年度大空町教育委員会の活動状

況に関する点検評価報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで平成２７年度大空町教育委員会の活動状況に関する点検・評価報

告については終わります。 

 

    ◎日程第２４ 報告第１２号 

◇議  長 日程第２４ 報告第１２号 平成２７年度大空町の健全化判断比率及び

資金不足比率についてを議題とします。 

山下町長から、お手元に配付しているとおり平成２７年度大空町の健全化判断比

率及び資金不足比率について、監査委員の審査意見を付して提出がありましたので、

本件について、提案理由の説明を求めます。 

藤田総務課長。 

 

◇総務課長 議会提出議案書の７ページになります。 

「報告第１２号 平成２７年度大空町の健全化判断比率及び資金不足比率につい

て」であります。 

この報告は、平成１９年６月２２日に制定されました地方公共団体の財政の健全

化に関する法律第３条第１項の規定により、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実

質公債費比率及び将来負担比率の四つの指標を健全化の判断比率とし、また、同法

第２２条第１項の規定により、公営企業の資金の状態を表わす指標を資金不足比率

として、いずれも監査委員の審査に付し、その意見を付けて議会に報告するもので

あり、かつ公表することとされております。 

これらの指標につきましては、監査委員の審査をいただき、９月１日付けで審査

意見書の提出を受けたところでございます。 

９ページをお開き願います。９月２日付け町長から議長への報告文書であります。 

それでは、１１ページになりますが、健全化判断比率につきまして、御説明をい

たしたいと存じます。 

表の上段が比率の名称、下段が大空町の平成２７年度決算に基づく比率、その下
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の括弧書きの数値は、早期健全化の基準となります数値でございます。 

表の左側の方から、実質赤字比率でございます。 

一般会計が対象となり、赤字額が地方公共団体における標準的な収入額である標

準財政規模に占める割合で、赤字がある場合に、数値が算定されるため、大空町は

黒字決算となっていますことから、表示されておりません。 

早期健全化判断の基準は、１４．７４％でございます。 

次に、連結実質赤字比率でございます。 

全会計を対象とした実質赤字額、または資金不足額が、標準財政規模に占める割

合で、実質赤字比率と同様に赤字がある場合に、数値が算定されるため、各会計と

も黒字決算のため、表示されておりません。 

早期健全化判断の基準は、１９．７４％となっております。 

次に、実質公債費比率でございます。 

一般会計が負担する地方債の元利償還金や債務負担行為による支出額、企業会計

の地方債償還に充てるための繰出金など元利償還金に準ずるものが、標準財政規模

に占める割合で、３カ年の平均で示されるものであります。 

平成２５年度から２７年度の３カ年の平均で、１１．９％と前年度に比べ１．２

ポイント減少しております。 

普通交付税が減少したものの、地方債残高の減少により、元利償還金も減少傾向

にあることか要因と言えます。この比率が高くなりますと、義務的経費が多くなる

ため、財政の弾力性が低下し、投資的な経費などへの予算配分が十分に行えなくな

るものであります。 

早期健全化の判断基準は、２５％となっております。 

次に、将来負担比率でございます。 

一般会計の地方債残高や債務負担行為により支出予定額など、将来に負担すべき

実質的な負債が標準財政規模に占める割合で示されます。 

平成２７年度は前年度と比較し、将来負担額となる地方債残高や職員の退職手当

分などが約３億６，０００万円減少し、充当可能財源となる基金へ積み増ししたこ

となどにより、約１億２，０００万円増額となっております。 

充当可能財源が将来負担額を上回っているため、数値が表示されておりません。 

この比率が高くなると、将来の実質公債費比率が増大するなど、財政運営上の問

題が生じる可能性が高くなることを示すものであります。 

早期健全化判断基準は、３５０％となっております。 

次に、１２ページ、資金不足比率でございます。 

資金不足比率は、公営企業ごとの資金不足額が事業規模に占める割合であります。 

資金不足という表現になっておりますが、一般会計で言います赤字の意味でござ

います。 



37 

 

大空町で対象となる会計は、簡易水道事業特別会計、下水道事業特別会計、個別

排水処理事業特別会計の３会計でございますが、いずれの会計も資金不足を生じて

おりませんので、表示されておりません。 

経営健全化基準は、２０％となっております。 

１３ページ、１４ページは、監査委員からの意見書となっておりますので、御参

照いただきたいと思います。 

以上、平成２７年度決算に基づく大空町の健全化判断比率及び資金不足比率の報

告とさせていただきます。 

 

◇議  長 次に、監査委員による平成２７年度財政健全化審査意見書及び経営健全

化審査意見書の説明を求めます。 

近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第１２号 平成２７年度大空町の健

全化判断比率及び資金不足比率について、地方公共団体の財政の健全化に関する法

律第３条第１項の規定により、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記

載した書類を、さらに同法第２３条第１項の規定により、資金不足比率及びその算

定の基礎となる事項を記載した書類も、それぞれ審査いたしましたので、御報告申

し上げます。 

財政健全化の審査及び経営健全化の審査は、８月２４日、後藤監査委員とともに

実施したところであります。 

財政健全化の審査は、町長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎と

なる事項を記載した書類が適正に作成されているかを主眼にして実施いたしました。 

その結果、お手元に配付された資料に記載のとおり、審査に付された健全化判断

比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されて

いるものと認められました。 

平成２７年度の健全化判断比率は、いずれも早期健全化基準と比較すると、これ

を下回っており、特に指摘すべき事項はありません。 

次に、経営健全化の審査は、町長から提出された資金不足比率及びその算定の基

礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかを主眼に実施いたしました。 

その結果、お手元に配付された資料に記載のとおり、審査に付された各会計の資

金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成

されているものと認められました。 

平成２７年度の資金不足比率は、各会計とも資金不足を生じておらず、経営健全

化基準の２０％と比較すると、いずれも下回っており、特に指摘すべき事項はあり

ません。 
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以上、平成２７年度大空町の健全化判断比率及び資金不足比率について、審査結

果の報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで平成２７年度大空町の健全化判断比率及び資金不足比率について

は終わります。 

 

    ◎日程第２５ 報告第１３号 

◇議  長 日程第２５ 報告第１３号 例月出納検査結果報告についてを議題とし

ます。 

監査委員から、例月出納検査結果報告書の提出がありましたので、監査委員の報

告を求めます。 

近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第１３号 例月出納検査結果報告に

つきまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により報告を申し上げます。 

検査の対象となった月は、平成２８年６月分から平成２８年７月分であります。

検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。例月出納検

査を実施いたしました時期は、６月分につきましては７月の２５日、７月分につき

ましては８月２５日に後藤監査委員とともに実施したところであります。 

検査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載されたとおり相違ありま

せん。また、現金、預金の保管状況、その他特に指摘する事項はございません。 

以上、適正であることを認め、監査結果の報告といたします。 

 

◇議  長 これで例月出納検査結果報告については終わります。 

これで本日の日程は、全部終了しました。 

会議を閉じます。 

山下町長から発言があれば許します。 

山下町長。 

 

◇町  長 平成２８年第３回大空町議会定例会の閉会に当たりまして、一言御挨拶

を申し上げます。 

この定例会におきましては、災害に係る一般質問をちょうだいいたしました。ま

たあわせて、災害復旧に係る補正予算をお認めをいただいたところであります。 

この災害に係る町の、また私自身の責任の重さというものを改めて痛感をいたし

たところでございます。 

町民の皆様の生活が１日も早く、従前に戻るように目の前の復旧対策、急いで取
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り組んでまいりたいと思います。 

あわせて、将来を考えた強固な基盤づくり、そういう課題もあります。これらに

向けても、取り組みを進めていかなければならないと感じたところでございます。 

町の役割は、非常に大きいものがございますけれども、町民の皆様の共助、地域

での支え合いでありますとか、自助、自らの生命や財産を守るという取り組み、こ

のようなことがなければ、安全、安心な地域はつくれないのではないかと改めて感

じたところでございます。 

今後、防災、減災に係る資機材の充実や基盤の整備は、もちろんでございますけ

れども、あわせて町民皆様の意識の高揚にも取り組んでいく覚悟でございます。 

そのことをこの議会の中で、改めて皆様方から気づかされたわけでございます。 

改めてお礼を申し上げたいと思います。誠にありがとうございました。 

以上申し上げまして、お礼にかえさせていただきます。 

 

◇議  長 平成２８年第３回大空町議会定例会を閉会します。 

大変お疲れさまでした。 

（閉会 午後０１時３０分） 


